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季
節
の
た
よ
り
（

3）
 

天
然
ア

の
遡
上

ユ

三
井
田

乙
の
年
は
大
量
の
天
然
ア
ユ
が
海
か
ら
遡
上
。
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、
と
ぎ
れ
る

こ
と
な
く
堰
を
越
え
て
い
っ
た
。
水
質
、
か
改
善
さ
れ
た
証
と
思
わ
れ
ま
す
。 進
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表季
節
の
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よ
り
（
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）
天
然
ア
ユ
の
遡
上

特
集
ぐ
ん
ま
百
名
山
の
自
然
泊
日
光
付
近
の
山
々

足
尾
山
塊
令
山
縦
定

錫
ケ
岳

行
事
報
告

自
然
観
察
教
宅
高
尾
山
（
4
月
7
日
実
施
）

自
然
観
察
会
抗
山
高
原
（
6
月
お
日
実
施
）

植
物
歳
時
記
（
位
）
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ

図
鑑
の
内
と
外
植
物
私
記
⑧
オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ

群
馬
の
地
質
．
h
棒

梢
物
を
ミ
ク
ロ
で
見
る
（
叩
）
マ
ス
ク
サ

残
さ
れ
た
自
然
の
中
で
（
削
）
サ
シ
バ
の
谷

谷
川
岳
エ
コ
ツ
ア
！
コ
l
ス
敬
策

情
報
提
供
あ
り
が
と
う

平
成
お
年
度
総
会
報
わ

事
務
局
円
誌
（
問
）

表
紙
の
説
明

・
事
務
局
、
だ
よ
り
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特集

ぐ
ん
ま
百
名
山
の
自
然
沼

日
光
付
近
の
山
々

「
足
尾
山
燐
」
全
山
縦
走

関

敏
雄

昭
和
必
年
6
月
、
宅
海
山
に
は
じ
め
て
登
つ
て
の

帰
路
、
告
の
残
る
日
光
打
線
山
や
錫
ケ
丘
山
を
見
て
足

尾
山
塊
の
縦
走
を
思
い
た
っ
た
。
足
尾
山
塊
と
は
、

群
馬
、
栃
木
の
県
境
を
背
骨
の
よ
う
に
南
北
に
連

ね
る
山
脈
で
、
北
か
ら
日
光
白
根
山
、
錫
ケ
岳
、

宿
堂
訪
山
、

三
保
山
、
皇
海
山
、
鋸
山
、
法
師
店
、

袈
裟
丸
山
等

2
0
0
0
m
級
の
山
々
か
ら
な
り
、

唱
和
お
年
栃
木
岳
連
に
よ
っ
て
全
山
に
わ
た
る
縦
走

路
が
聞
か
れ
た
が
、
全
山
縦
走
を
説
み
る
人
は
年
に

数
人
で
、
私
自
身
、
今
ま
で
に

2
凶
し
か
縦
定
し
て

し
な
し
。

お
歳
の
と
き
、
初
め
て
全
山
縦
走
し
た
昭
和
刊
年

ω月
印
日
か
ら
ゆ
日
ま
で
、

4
泊
5
日
の
記
録
を
見

つ
け
て
懐
か
し
く
な
り
、
当
時
の
記
録
を
思
い
出
し

な
が
ら
道
い
て
み
た
。

ω月
は
目
（
火
）

菅
沼
登
山

υ
1奥
山
根
平

「避
難
小
屋
」

朝
4
時
、
友
人
に
頼
み
渋
川
か
ら
内
分
の
車
を
縦

定
最
終
地
点
の
袈
裟
丸
山
折
場
橋
に
置
き
、
足
尾
、

中
禅
乙
寸
湖
を
経
て
金
精
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
日
光
白
眼

山
の
菅
沼
登
山
円
ま
で
送
っ
て
も
ら
う
。
車
中

山

へ
行
く
時
は
い
つ
も
．
人
だ
け
ど
な
ぜ
？
」
と
聞
か

れ
、
連
れ
が
い
る
と
面
倒
く
さ
い
か
ら
」
と
答
え
る
。

繋
山
口
に
け
時
前
に
到
着
。
友
人
は

「
こ
ん
な
山
で

遭
難
し
て
も
誰
も
段
し
に
こ
な
い
か
ら
な
」
と
一一言
い

践
し
射
っ
て
い
っ
た
。
装
備
は
薮
が
多
い
た
め
ポ
ケ
ッ

ト
の
な
い
ア
タ
ッ
ク
ザ
ツ
ク
に
ツ
エ
ル
ト
、
シ
ュ
ラ

フ
、
雨
具
、
錠
、
ナ
イ
フ
、
オ
プ
チ
マ
ス
凶
の
ガ
ソ

リ
ン
コ
ン
口
、
ガ
ソ
リ
ン
1
2、
ラ
イ
ト
、
コ
ッ
ヘ
ル
、

1
2
の
ポ
筒
、
ラ
イ
タ
ー
、
マ
ッ
チ
、
食
料
は
餅
初
枚
、

即
席
味
噌
汁
叩
袋
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
缶
ピ

l
ス
2

倒
、
そ
の
他
カ
メ
ラ
、
双
眼
鏡
で
約
問
川
崎
、
そ
ん
な

に
透
く
な
い
。
足
．冗
は
い
つ
も
の
長
靴
。

今
朝
、
裂
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
大
き
な
お
む
す
び

3
個
の
う
ち
の
l
個
を
食
べ
、

U
時
初
分
出
発
。
奥

－

．
日
目

白
恨
平
の
避
難
小
屋
か
ら
国
境
平
を
除
き
虫
海
山
ま

で
は
未
知
の
世
界
で
不
安
も
あ
る
が
、

5
万
分
の
l

の
地
図
と
繊
－
七
、
そ
れ
に
勇
気
だ
け
が
頼
り
だ
。

誰
も
い
な
い
登
山
道
は
深
い
森
林
に
包
ま
れ
1
時

間
印
分
で
弥
陀
ケ
池
に
着
く
。
水
．由
に
は
ダ
ケ
ガ
ン

バ
の
黄
葉
と
針
業
樹
の
緑
が
映
り
、
眺
め
な
が
ら

服
し
た
後
最
初
の
ピ
！
ク
で
あ
る
日
光
白
根
山
に
向

か
う
。
樹
林
帯
を
抜
け
足
元
の
悪
い
ガ
レ
い
帽
を
越
え

頂
上
に
着
く
。
標
高
2
5
7
8
m
の
山
頂
は
関
東
以

北
の
損
高
峰
で
制
度
の
展
望
に
恵
ま
れ
、
明
日
か
ら

歩
く
県
界
尾
根
の
大
き
な
峰
が
日
の
前
に
見
え
る
。

山
頂
か
ら
東
へ

F
り
奥
田
光
平
の
避
難
小
屋
に
b
時

前
に
着
く
。
避
難
小
屋
は
と
と
と
、
前
袈
裟
丸
山
と

小
袈
裟
の
コ
ル
に
あ
る
避
難
小
屋
だ
け
で
途
中
に
は

無
い
。

．
度
縦
走
を
始
め
た
ら
安
全
な
エ
ス
ケ
ー
プ

ル
l
ト
は
殆
ど
な
く
、
最
後
ま
で
歩
く
党
併
を
決
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

残
り
の
お
む
す
び
を
2
個
食
べ
お
茶
を
飲
み
、
タ

バ
コ
を
吸
い
な
が
ら
明
は
か
ら
の
縦
准
に
黒
い
を
馳

せ
る
。
帆
んは
曇
っ
て
い
て
星
は
見
え
ず
、

A
f
円
の
想

い
を
ノ
l
ト
に
記
し
午
後
8
時
シ
ュ
ラ
フ
に
潜
る
。

年
に

5
、
印
回
山
ヘ
泊
る
が
、
屋
根
の
下
で
寝
ら
れ

る
の
は
l
度
あ
る
か
な
い
か
な
？
何
時
も
リ
ュ
ウ
（
岩

山
ハ
）
で
寝
る
か
野
宿
だ
。

合同
歩
行
一

5
時
間
ぬ
ハ
刀
（
休
憩
含
む
）

つJ



－a
一日
目

ω月
日
H
（水
）

奥
白
根
平
避
難
小
屋
1
1
9
9
1
m
降
南
コ
ル

快
適
な

一
夜
を
過
ご
し
、
朝
4
時
起
床
。
ラ
イ
ト

を
灯
し
冗
色
出
で
洗
顔
。
水
筒
に
水
を
補
給
し
避
難

小
屋
に
戻
っ
て
タ
バ
コ
に
火
を
点
け
る
。
陽
が
明
け

始
め
る
5
時
に
出
発
。
避
難
小
尾
棋
の
前
白
根
山
へ

の
踏
み
跡
を
辿
り
、
尾
根
ヘ
出
た
と
こ
ろ
か
ら
長
い

縦
走
が
始
ま
る
。
こ
の
尾
根
は
白
錫
属
桜
と
呼
ば
れ
、

北
か
ら
白
根
隠
北
峰
（
2
3
8
5
m
）
、
白
根
隠
本
峰

（2
4
1
0
m
）
、
白
銀
際
西
峰
（
2
3
9
4
m
）
と

も
う

一
つ
（
2
2
9
6
m
）
の
4
つ
の
大
き
な
ピ
！

ク
を
超
え
て
行
く
e

歩
き
出
し
て
直
ぐ
に
目
の
前
を

シ
カ
が
逃
げ
て
い
っ
た
a

笹
は
茂
っ
て
い
る
が
踏
み

跡
は
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
木
々
の
閃
か
ら
朝
日
に

照
ら
さ
れ
堂
々
と
笠
え
る
日
光
白
根
山
が
垣
間
見
え
、

時
々
立
ち
止
ま
っ
て
は
眺
め
る
。
白
根
隠
本
峰
（
2

4
1
0
m
）
で
一
服
し
錫
ヶ
岳
に
向
か
う
。
白
川
恨
隠

西
崎
（
2
3
9
4
m
）
を
過
ぎ
た
辺
り
か
ら
笹
が
深

く
な
り
道
も
不
明
隙
に
な
る
。
い
た
る
と
こ
ろ
に
シ

カ
辺
が
あ
る
が
、
稜
線
を
外
れ
な
い
よ
う
に
小
枝
に

を
か
れ
た
目
印
の
赤
い
テ
ー
プ
を
探
し
な
が
ら
岩
の

聞
や
深
い
笹
の
踏
み
跡
を
行
く
。
非
常
に
辛
い
急
坂

を
端
、
ぎ
な
が
ら
登
り
、
叩
時
半
前
に
や
っ
と
錫
ヶ
岳

山
頂
に
辿
り
着
き
汗
を
拭
・
つ
。

西
に
笠
ヶ
岳
（
2
2
4
6
m
）、
a

．
ヶ
峰
（
2
0
3

2
m
）
、
峰
山
（
1
9
8
2
m
）
か
ら
汗
川
の
奈
良
集

結
へ
と
続
く
長
い
尾
根
が
紅
葉
に
燃
え
、
北
に
昨
日

登
っ
た
日
光
白
根
山
、
東
に
水
面
の
締
く
中
禅
寺
湖
、

紅
策
の
男
体
山
、
南
は
こ
れ
か
ら
目
指
す
宿
堂
坊
山
、

三
俣
山
と
、
そ
の
先
に
一
際
大
き
な
宅
海
山
が
「
こ

こ
ま
で
来
ら
れ
る
か
し
と
、
ど
っ
し
り
と
か
ま
え
て

い
る
。一

服
し
宿
堂
切
山
を
目
指
し
出
発
。
こ
乙
か

ら
で
．
俣
山
ま
で
が
縦
走
の

一
番
大
変
な
コ

l
ス
で
深

い
笹
の
中
へ
飛
び
込
ん
で
行
く
。
2
0
7
7
m
の
ピ
ー

ク
を
過
ぎ
、
ニ
グ
ラ
尾
根
の
頭
で
．
服
し
た
の
は
良

か
っ
た
の
だ
が
、
西
の
尾
恨
を
鈎
ハ
刀
も
下
っ
て
間
違

い
に
気
づ
き
、
戻
る
の
に
1
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
っ

た
。
た
ぶ
ん
汗
川
の
平
滝
ヘ
下
る
ニ
グ
ラ
尾
根
の
ル
ー

ト
に
迷
い
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
歩
き
始
め
る
と
き
に

「地
図
と
磁
石
で
確
認
す
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
し
、

重
い
足
取
り
で
南
東
尾
根
の
笹
の
踏
み
跡
を
下
る
が
、

し
ょ
気
て
い
る
向
分
が
情
け
な
く
な
っ
て
き
た
。
「
乙

ん
な
と
と
な
ら
先
が
思
い
や
ら
れ
る
」
と
自
分
に
九一一
回

い
聞
か
せ
な
が
ら
「
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
行
け
ば
良

い
」
と
気
持
ち
を
切
り
瞥
え
て
笹
磁
を
か
き
分
け
な

が
ら
歩
く
。
午
後
2
時
、
次
の
ピ

l
ク
で
お
溺
を
沸

か
し
、
餅
3
枚
を
即
席
味
噌
汁
に
入
れ
た
い
つ
も
の

思．食
。
毎
日
朝
食
は
食
べ
な
い
の
で
空
腹
は
感
じ
な

い
。
一
服
し
た
後
、
午
後
2
時
初
分
出
発
。
今
度
は
し
っ

か
り
と
地
図
を
読
み
、
踏
み
跡
と
赤
い
テ
l
プ
を
確

か
め
な
が
ら
降
る
。
「
誰
が
付
け
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う

か
？
」
と
の
赤
い
テ
！
プ
は
縦
走
す
る
上
で
大
変
に

あ
り
が
た
く
貴
重
な
も
の
だ
。
時
々
シ
カ
道
に
引
き

込
ま
れ
る
が
、
そ
の
都
度
慎
重
に
縦
走
路
に
．戻
る
。

午
後
4
時
ぬ
分
、

1
9
9
1
m
峰
を
過
ぎ
た
コ
ル
に

着
き
、
今
夜
は
こ
こ
に
泊
ま
る
こ
と
に
す
る
。
東
に

2
分
く
ら
い
降
っ
た
樹
林
内
に
託
2
枚
位
の
平
出
．地

を
見
つ
け
高
菜
を
敷
き
ツ
エ
ル
ト
を
張
る
。
少
し
凪

が
あ
る
が
気
に
せ
ず
餅
2
枚
を
食
べ
、
今
日
の
苦
い

思
い
を
記
し
て
樹
林
の
暗
闇
で

一
夜
を
過
ご
す
。

＊
歩
行
一
日
時
間
ぬ
分
（
休
憩
含
む
）

．
三
日
目

ω月
凶
日
（
木
）

1
9
9
1
m
降
雨
コ
ル
1
国
境
平

2
時
に
目
が
党
め
る
。
ツ
エ
ル
ト
か
ら
顔
を
出
す

と
真
っ
暗
な
樹
林
の
問
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
培
が
す

ぐ
近
く
に
見
え
る
。

5
時
に
起
き
て
支
度
を
整
え

，

服
し
て
5
時
初
ハ
刀
出
発
。
昨
日
の
失
敗
は
し
た
く
な

い
の
で
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
。
そ
れ
に
し
て
も
符
が
深

初日Z2
 

d
嚇
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い
。
7
時
ネ
ギ
ト
沢
の
コ
ル
に
若
く
。
シ
ラ
ピ
ソ
の

大
木
に

｛水

v
5
分
〕
と
書
か
れ
た
小
さ
な
板
が
打

ち
付
け
て
あ
り
、
踏
み
跡
を
頼
り
に
降
り
て
行
く
と
、

ネ
ギ
ト
沢
の
水
場
が
あ
り
、
半
分
残
っ
て
い
る
水
筒

を
満
タ
ン
に
し
、
カ
ッ
プ
に
3
杯
飲
干
し
て
喉
を
測

し

－
服
し
て
か
ら
出
発
。
笹
薮
か
ら
原
生
林
に
変
わ

り
、
踏
み
跡
を
急
登
し
て
8
時
に
宿
堂
坊
山
頂
（
1

9
6
8
m
）
に
着
く
。
ダ
ケ
カ
ン
パ
に
宿
堂
坊
山
」

と
脅
か
れ
た
板
切
れ
が
釘
で
打
ち
付
け
て
あ
る
。
昨

日
の
こ
と
を
思
う
と
「
よ
く
ぞ
と
こ
ま
で
来
ら
れ
た
L

と
我
な
が
ら
感
心
す
る
。

今
日
は
国
境
．平ま
で
行
く
予
定
な
の
で
タ
バ
コ
を

立
続
け
に
2
本
吸
っ
て
出
発
。
降
る
に
つ
れ
て
特
が

白
分
の
背
丈
を
超
え
る
ほ
ど
涼
く
な
り
、
何
処
を
歩

い
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
が
、
迷
わ
な
い
よ

う
に
似
南
に
踏
み
跡
を
見
つ
け
な
が
ら

一
歩
a

歩
進

む
。
登
る
に
つ
れ
笹
も
少
な
く
な
り
、
樹
林
帯
の
急

登
が
続
き
踏
み

跡
も
は
っ
き
り

し
て
き
た
。
宿
堂

坊
山
か
ら

3
時

間
初
分
休
ま
ず

歩
き
通
し
て
、
丁

度
は
時
、
縦
走
中

で

一
番
奥
深
い

．一
一俣
山
（
1
9
8
0
m
）
に
到
着
。
こ
こ
か
ら
東
は

シ
ゲ
ト
山
、
黒
檎
山
、
社
山
、
半
月
山
と
中
禅
寺
湖

南
岸
尾
根
が
続
く
。
少
し
両
側
に
行
く
と
展
望
が
聞

け
、
紅
葉
の
汗
川
渓
谷
の
見
事
な
眺
め
を
満
喫
し
た
。

朝
出
発
し
て
か
ら
6
時
間
ぬ
分
。
お
湯
を
沸
か
し
餅

2
枚
を
入
れ
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
火
を
止
め
即
時
味

噌
汁
を
混
ぜ
て
昼
食
。
タ
バ
コ
に
火
を
点
し
お
茶
を

．
杯
飲
ん
で
は
時
ぬ
分
に
山
発
c

忽
な
尾
恨
を

F
る

と
渡
良
瀬
川
松
木
沢
支
流
の
釜
の
沢
源
涜
だ
。
栃
木

県
側
は
釜
の
縁
の
よ
う
に
切
れ
落
ち
て
い
る
。
と
の

源
涜
の
5
ッ
の
ピ
！
ク
を
称
し
て
カ
マ
江
峰
と
呼
ば

れ
、
北
か
ら
l
降、

2
1
5
崎
と
続
い
て
い
る
。
3

峰
か
ら
4
峰
に
か
け
て
は
「
オ
カ
マ
ノ
ゾ
キ
」
と
云

い
ち
ょ

っ
と
ス
リ
ル
が
あ
る
。
崩
れ
の
中
に
シ
力
、か

4
頑
と
近
く
に
カ
モ
シ
カ
i
頭
、
か
い
た
。
5
昨
を
過

ぎ
1
時
間
弱
で
砂
地
の
コ
ル
に
な
る
。
こ
こ
は
カ
モ

シ
カ
平
と
名
付
け
ら
れ
、
泊
ま
り
場
に
適
し
た
所
だ

が
、
こ
の
先
の
日
向
山
（
1
6
9
5
m
）
南
の
コ
ル

に
あ
る
匝
境
手
は
先
月
、
松
木
沢
支
涜
ニ
ゴ
リ
沢
か

ら
モ
ミ
ジ
尾
根
を
登
り
、
来
て
い
て
水
場
の
桜
子
は

わ
か
っ
て
い
る
の
で
先
を
魚
ぐ
。
午
後
4
時
、
国
境

平
に
着
く
。

ザ
ッ
ク
を
降
ろ
し
て
汗
を
拭
き
、
タ
バ
コ
者
吸
い

な
が
ら
松
木
渓
谷
を
眺
め
て
い
た
ら
、
自
の
前
の
モ

ミ
ジ
尾
根
沿
い
に
イ
ヌ
ワ
シ
3
羽
が
悠
々
と
旋
回
し

て
い
る
。
中
の
l
羽
は
黒
っ
ぽ
く
両
鴨
川
と
尾
に
自
由

つ
白
斑
が
あ
る
。「
今
年
の
幼
鳥
だ
！
」

日
分
く
ら
い
飛
ん
で
松
本
沢
F
涜
へ
消
え
て
行
っ
た
。

そ
の
光
呆
を
し
っ
か
り
と
脳
裏
に
焼
き
付
け
、
ツ
エ

ル
ト
を
張
る
。
陽
が
丙
に
傾
き
討
の
前
に
設
え
る
向
山

海
山
が
シ
ル
エ

ッ
ト
に
な
り
始
め
た
午
後
6
時
、
餅

2
枚
を
食
べ
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
焚
き
火
を
見
つ
め

A
J
円
の
記
録
を
記
し
、
午
後
8
時
シ
ュ
ラ
フ
に
前
る
。

－
R

歩
行
一
川
時
間
初
分
（
休
憩
含
む
）

－
四
日
目

ω月
日
リ
（
金
）

凶
境
手
1
小
法
師
尾
根
分
岐

近
く
で
発
情
期
特
有
の
雄
ジ
カ
の
長
く
甲
高
い
鳴

き
声
で
3
時
に
打
が
覚
め
る
。
そ
う
い
え
ば
縦
走
中

幾
度
と
な
く
聞
こ
え
た
が
、
じ
っ
く
り
聞
く
余
絡
も

な
か
っ
た
。
シ
ュ
ラ
フ
か
ら
出
て
ツ
エ
ル
ト
か
ら
顔

を
出
し
た
ら
、
近
く
に
い
た

4
1
5
頭
の
シ
力
が

「ピ
ョ
ッ
、
ピ
ヨ
ツ
」
と
鳴
き
な
が
ら
、
白
い
尻

（尾
鏡
）

を
広
げ
鈴
小
屋
沢
ヘ
駆
け
降
り
て
行
っ
た
の
宅
は
盛
っ

て
い
て
星
は
見
え
な
い
。
今
日
は
法
師
岳
か
奥
袈
裟

丸
山
ま
で
行
く
予
定
だ
が
、
昨
日
見
た
イ
ヌ
ワ
シ
が

忘
れ
ら
れ
ず
「
あ
と
l
日
こ
こ
に
留
ま
る
か
？
」
と

考
え
る
。
休
み
は
げ
円
の
日
曜
日
ま
で
取
つ
で
あ
る

が
妻
や
友
人
に
「
凶
日
に
は
帰
る
」
と
？
け
っ
て
来
た

の
で
心
配
す
る
と
思
い
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
忠
い

で
出
発
す
る
こ
と
に
し
た
。
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鈴
小
尾
沢
で
水
を
淑
み
6
時
に
出
発
。
皇
海
山
北

面
の
樹
林
内
の
急
坂
を

「
ハ
i
、
ハ

1
」
と
白
む
を
切

ら
せ
な
が
ら
ひ
た
す
ら
登
る
。
錫
ケ
岳
か
ら
眺
め
た

時
は
雄
大
な
山
に
見
え
た
が
、
こ
ん
な
に
辛
い
山
だ

と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
「
こ
ん
な
に
大
事
な
ら

臼
境
平
か
ら
モ
ミ
ジ
尾
恨
、
松
木
沢
を
下
り
足
尾
の

間
藤
に
行
く
エ
ス
ケ
ー
プ
ル
l
ト
を
取
れ
ば
良
か
っ

た
」
な
ど
と
考
え
な
が
ら
、
樹
林
内
の
踏
み
跡
を
初

分
登
り
タ
バ

コ
を
l
本
吸
い
5
分
休
む
と
と
を
繰
り

返
し
、

9
時
に
や
っ
と
の
思
い
で
皇
海
山
頂
（
2
1

4
4
m
）
に
着
く
。
記
録
に
は
「
自
主
海
山
北
面
は
と

り
ど
り
だ
、
も
う
2
皮
と
登
り
た
く
な
い
」
と
書
い
た
。

タ
バ
コ
の
吸
い
過
ぎ
か
、
喉
の
渇
き
に
耐
え
き
れ
ず

残
っ
て
い
る
水
を

－
気
に
飲
み
干
す
。
こ
こ
か
ら
先

は
何
度
も
来
て
い
て
様
ヂ
も
分
か
っ
て
い
る
の
で
山

頂
で
1
時
間
休
憩
。
肯
銅
の
剣
を
拝
ん
だ
あ
と
、
鋸

山
を
日
指
す
。
臼紅海
山
南
町
の
シ
ラ
ビ
ソ
林
で
リ
ス

が
2
頭
追
い
か
け
っ
こ

を
し
て
い
る
。
不
動
沢

の
コ
ル
で
一
服
し
、
水

場
へ
行
き
流
れ
に
口
を

つ
け
て
ガ
ブ
飲
み
し
、

山
一
し
に
な
っ
た
水
筒
を
満

タ
ン
に
す
る
。
鋸
山
北

面
の
鎖
坊
を
替
り
、

U

イヌワシ

時
ぬ
分
頂
上
（
1
9
9
8
m
）
若
。
振
り
返
れ
ば
、

今
越
え
て
き
た
宅
海
山
が
曇
り
ん
で
の
中
ぼ
ん
や
り
と

見
え
る
。
7
月
に
来
た
時
こ
の
山
闘
で
初
め
て
ブ
ロ
ツ

ケ
ン
を
見
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
カ
ッ
プ
に
I

杯
水
を
飲
み
．
服
し
て
は
時
出
発
。
笹
の
踏
み
跡
を

二一気
に
降
り
女
山
（
1
8
3
6
m
〉
を
過
ぎ
午
後
l

時
ぬ
分
黄
色
に
染
ま
っ
た
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
策
が
奇
麗

な
六
林
班
峠
に
若
き
、
今
日
初
め
て
の
食
事
を
照
る
。

餅
3
枚
を
食
べ
峠
か
ら

ω分
く
ら
い
の
栃
木
県
側
に

降
り
た
沢
で
水
を
汲
み
午
後
2
時
初
分
出
発
。
ζ

こ

か
ら
皮
申
山
荘
、
銀
山
平
を
経
て
足
尾
の
切
幹
に
降

り
る
エ
ス
ケ
ー
プ
ル
l
ト
も
あ
る
が
、

「
こ
こ
ま
で
来

た
か
ら
に
は
全
山
縦
定

と
意
気
込
む
。
今
朝
の
弱

気
は
何
処
え
や
ら
、
背
丈
を
越
え
る
深
い
笹
の
中
シ

ラ
ピ
ソ
林
の
不
明
瞭
な
踏
み
跡
を
最
初
の
ピ
l
ク
男

山

（
お
や
ま

・
1
8
5
7
m
）
を
越
え
、
次
の
ピ
ー

ク
法
師
岳
（
1
9
4
1
m
）
で

一
服
し
、
小
法
師
尾

根
分
岐
の
コ
ル
に
午
後
4
時
少
し
前
に
着
く
。

以
前
、
袈
裟
丸
山
か
ら
こ
の
小
法
師
尾
根
を
足
尾

の
原
向
へ
下
り
た
事
が
あ
っ
た
が
、
今
副
は
あ
く
ま

で
全
山
縦
走
な
の
で
今
日
は
こ
こ
で
泊
ま
る
こ
と
に

す
る
。
周
り
の
笹
を
錠
で
刈
り
払
い
、
刈
っ
た
笹
を

敷
き
ツ
エ
ル
ト
を
張
る
。
湯
を
沸
か
し
残
っ
て
い
る

8
枚
の
餅
か
ら
4
枚
を
食
べ
、
タ
バ
コ
を
吸
い
な
が

ら
お
茶
を
飲
み
、
小
さ
な
焚
き
火
を
見
つ
め
今
日
ま

で
の
縦
走
を
振
り
返
る
う
3
U間
誰
に
も
会
わ
ず
と

の
大
自
然
を
独
り
占
め
し
て
い
る
優
越
感
に
反
っ
た

後
、
真
っ
暗
な
閣
の
中
、
も
の
思
い
に
耽
り
な
が
ら

今
日
の
記
録
を
記
し
午
後
7
時
シ
ュ
ラ
フ
に
撚
る
。

女
歩
行

一
一ω時
間
（
休
憩
A

パむ）

－
五
日
目

ω月
凶
日
（
士
〉

小
法
師
尾
根
分
岐
1
袈
裟
丸
山
折
場
橋

風
の
音
で
夜
中
の
l
時
に
日
が
覚
め
る
。
胤
り
の

木
々
が

「ゴ
l
、
ゴ

l
－
と
す
ご
い
音
で
揺
れ
、
枯

も
V
り
ふ
え

れ
木
の
空
洞
か
ら
「
ビ

ュ
1
」と
虎
落
笛
が
聞
こ
え
る
。

以
前
袈
裟
丸
山
の
リ
ュ
ウ

合
計
穴
）
に
一
閉
ま
っ
た
時

も
同
じ
体
験
を
し
た
。
雨
や
雪
は
気
に
な
ら
な
い
が

強
風
に
は
参
る
。
樹
林
下
の
ツ
エ
ル
ト
は
揺
れ
な
い

が
風
が
五
月
蝿
く
て
眠
れ
な
い
。
ツ
エ
ル
ト
の
中
で

膝
を
抱
え
、
タ
バ
コ
を
吸
い
な
が
ら
、
自
然
の
中
で

は
人
間
の
無
力
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
山

で
暮
ら
す
人
達
は
山
中
で
生
き
る
知
恵
が
あ
り
、
雨

や
雪
の
中
で
も
火
を
起
し
、
野
宿
す
る
時
は
マ
ツ
や

ス
ギ
、
コ
メ
ツ
ガ
等
の
占
葉
を
敷
き
、
そ
の
上
に
絞

る
と
地
一
由
か
ら
の
冷
え
を
防
げ
る
。
山
で
迷
っ
た
時

は
周
り
の
景
色
を
見
て
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ

の
「
植
林
地
」
を
目
指
せ
ば
必
ず
札
道
が
あ
る
。
と
か
、

獣
辺
と
人
が
歩
く
道
の
違
い
や
、
足
跡
を
読
み
何
の
、

動
物
が
い
つ
頃
、
ど
ち
ら
の
方
角
に
行
っ
た
の
か
大

き
さ
は
ど
の
伶
か
等
、
自
分
も
袈
裟
丸
山
で
山
仕
事
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を
し
て
い
る
人
達
か
ら
、
沢
山
の
こ
と
を
学
ん
だ
こ

と
が
今
回
の
縦
走
や
動
物
調
査
で
大
変
役
立
っ
た
。

4
時
風
が
止
み
満
天
の
尾
に
し
ば
し
見
と
れ
る
。

じ
っ
と
空
を
眺
め
て
い
る
と
実
に
多
く
の
派
れ
裂
が

あ
り
初
分
間
で
6
個
も
あ
っ
た
。
今
日
は
い
よ
い
よ

縦
走
最
終
日
だ
。
こ
乙
か
ら
南
は
奥
袈
裟
、
中
袈
裟
、

後
袈
裟
、
前
袈
裟
、
小
袈
裟
と
続
き
袈
裟
丸
連
峰
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
朝
7
時
に
出
発
、
初
分
く
ら
い
で

最
初
の
ピ

l
ク
猿
岩
岳

（
1
9
3
2
m
）
に
着
く。

こ
の
辺
り
か
ら
シ
ラ
ピ
ソ
か
ら
コ
メ
ツ
ガ
に
変
わ
る
。

8
時
、
山
氏
袈
裟
丸
山
（
1
9
5
8
m
）
特
。
や
っ

と
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
財
っ
て
き
た
。日

間
収
後
出

発
。
こ
れ
か
ら
先
は
何
度
も
来
て
い
る
の
で
手
に
取

る
よ
う
に
わ
か
る
。
西
面
は
利
根
川
の
支
涜
倉
見
沢
、

東
面
は
波
良
瀕
川
支
涜
の
餅
ヶ
瀬
沢
、
か

一
気
に
切
れ

落
ち
、
目
も
舷
む
よ
う
な
懸
崖
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
尾
根
は
深
い
コ
メ
ツ
ガ
林
に
包
ま
れ
深
山
の
雰

囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。
樹
林
帯
を
下
り
、
広
い
笹
の

コ
ル
に
着
い
た
時
、
ク
マ
が
笹
の
中
を
う
ろ
つ
い
て

い
る
。
し
ば
ら
く
伺
っ
て
い
た
ら
倉
見
沢
の
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
の
薮
に
下
り
て
い
っ
た
。

山
・
・
袈
裟
丸
山
（
1
9
0
3
m
）
へ
の
急
斜
面
を
登

り
9
時
山
頂
到
着
。
こ
と
で
は
休
日
忠
を
取
ら
ず
後
袈

裟
丸
山
を
目
指
す
。
急
斜
面
を
降
り
コ
ル
か
ら
再
び

急
登
し
て
9
時
ぬ
分
後
袈
裟
丸
山
（
1
9
0
8
m
）

の
狭
い
山
頂
に
飛
び
出
す
。
正
面
に
前
袈
裟
丸
山
、

西
に
赤
城
山
が
大
き
く
什
ん
で
い
る
。
何
度
も
こ
の

山
頂
に
は
来
て
い
る
が
、
今
ま
で
で
一

番
印
象
に
媛

る
京
観
だ
っ
た
。
以
前
と
の
山
頂
で
雷
に
遭
い
、
普

通
1
時
間
ぬ
分
か
か
る
郡
界
尾
根
を
、
新
地
林
道
袈

裟
丸
支
線
の
終
点
ま
で
、
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

お
分
で
駆
け
ド
り
た
こ
と
を
思
い
出
す
。．

服
し
た

あ
と
八
反
張
の
コ
ル
を
越
え
叩
時
加
分
、
幻
回
目
の

前
袈
裟
丸
山
頂
（
1
8
7
8
m
）
に
到
着
。
記
念
写

真
な
撮
り
小
袈
裟
の
手
前
コ
ル
に
あ
る
避
難
小
屋
と

水
場
を
は
指
す
。
日
時
初
分
避
難
小
尾
に
着
き
早
め

の
昼
食
を
と
る
。
残
っ
た
餅
4
枚
を
食
べ
お
茶
を
飲

み

一
服
し
て
出
発
。
小
袈
裟
（
1
6
7
6
m
）
頂

t

で
タ
バ
コ
を
吸
い
賑
り
返
り
、
袈
裟
丸
連
峰
、
皇
海
山
、

成
申
山
、
男
休
山
、
日
光
連
山
を
眺
め
「
よ
く
歩
い

た
も
の
だ
」
と
我
な
が
ら
感
心
す
る
。
安
の
河
原
を

．
気
に
過
ぎ
、
ツ
ツ
ジ
平
の
紅
葉
を
横
田
一
で
見
な
が

ら
カ
ン
カ
ン
場
の
水
場
で
震
後
の
ぷ
を
飲
み
．
服
す

る
c

こ
と
ま
で
く
れ
ば
駐
単
車
輔
ま
で
あ
と

ω分
だ
。

討
し
い
薮
泌
ぎ
や
、
迷
っ
た
と
と
も
あ
っ
た
が
、
特

孜
も
な
く
全
山
縦
走
出
来
た
こ
と
に
自
己
満
足
す
る
。

午
後
l
時
初
分
最
終
地
点
1

折
場
橋
」
に
到
着
。

間
本
持
参
し
た
ピ
！
ス
は
6
本
残
っ
て
い
た
。
計
算

通
り
だ
っ
・

折
場
沢
で
5
日
間
魁
き
続
け
た
長
靴
、
感
謝
を
込

め
て
了
寧
に
洗
う
。
帰
路
、
紅
葉
の
始
っ
た

「小
中

の
大
滝
」
を
見
乍
し
て
か
ら
家
路
に
向
か
う
。

今
夜
は
久
し
ぶ
り
に
風
巴
に
人
れ
る
と
思
う
と
、
疲

労
は
飛
散
し
、
ひ
と
り
自
然
と
顔
が
ほ
こ
ろ
、
与
c

A

－
歩
行
一

6
時
間
ぬ
分
（
休
憩
含
む
）

昭
和
刊
年
叩
封
印
日
（
火
）
j
凶
日
（
ト
L

）
歩
く

※

2
回
目
の
縦
走
は
、
同
じ
コ

l
ス
を
4
年
後
の

昭
和
印
年
9
月
に
3
泊
4
日
で
歩
い
た
。

W
1
h
出
お
年
5
月
お
円
記
リA

l

i

－
－
」

錫
ヶ
岳

卯
木

達
朗

群
馬

・
栃
木
の
以
境
に
位
置
し
海
抜
2
3
8
0
m

の
山
容
は
ひ
と
目
見
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

－
度
は

登
っ
て
み
た
い
舵
力
を
懐
か
せ
る
山
で
あ
る
a

日
光
白
根
山
（
2
5
7
7
・
6
m
）
に
は
数
回
登
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
特
に
7
刀
F
旬
は
れ
陰
に
咲
く
ト

ウ
ヤ
ク
リ
ン
ド
ウ
が
見
事
で
、
そ
れ
を
見
た
く
再
挑

戦
を
何
回
か
企
て
、
そ
の
度
毎
に
錫
ケ
岳
へ

の
脅
行

を
何
度
も
試
み
た
こ
と
か
。
だ
が
距
離
的
に
長
く
、

日
帰
り
は
無
理
だ
と

一
人
決
め
て
延
び
延
び
に
な
っ

-7 



て
い
た
。
今
回
は
何
が
何
で
も
錫
ケ
岳
ま
で
歩
か
ね

ば
な
ら
な
い
羽
目
に
な
っ
た
。
県
の
レ
ッ
ド
デ
！
タ

ブ
ッ
ク
作
成
で
の
鳥
類
調
査
の
為
で
あ
る
。

時
期
は
2

0
1
1
年

7
月
下
旬
、
コ
ー
ス
は
国
道

四
号
線
の
菅
出
登
山
口
か
ら
弥
陀
ヶ
池
在
通
り
臼
桧

岳
を
経
て
臼
錫
尾
根
を
辿
っ
て
山
頂
に
至
る
。
距
離

約
往
復
印
刷
、だ
が
夜
の
応
も
記
録
し
た
い
の
で
途
中

で
一
泊
す
れ
ば
案
ず
る
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
。

群
馬
県
の
調
査
な
の
で
栃
木
県
側
は
通
ら
な
い
ζ

と
に
す
る
。

た
だ
年
齢
的
に
重
装
備
は
で
き
る
だ
け
避
け
た
い
r

山
小
厚
は
五
色
沼
の
上
部
に
あ
る
が
栃
木
県
側
で
も

あ
り
時
間
的
に
ロ
ス
が
大
き
い
。
叩
年
来
使
わ
な
か
っ

た
ツ
エ
ル
ト
ザ
ツ
ク
を
引
っ
張
り
出
し
、
食
料
は
イ

ン
ス
タ
ン
ト
で
聞
に
合
わ
せ
る
。
そ
れ
で
も
円
帰
り

と
は
追
っ
た
荷
重
を
肩
に
感
じ
る
が
、
久
方
ぶ
り
の

テ
ン
ト
生
活
、
そ
れ
も
気
ま
ま
な
－
人
旅
と
あ
っ
て

胸
が
躍
っ
た
。

早
朝
5
時
過
ぎ
菅
沼
駐
車
場
を
後
に
す
る
。
沢
沿

い
に
登
る
勝
手
知
っ
た
路
だ
が
、
央
る
度
毎
に
感
激

度
が
追
う
の
は
歳
の
せ
い
な
の
か
、
ミ
ソ
サ
ザ
イ
、

コ
ル
リ
、
カ
ワ
ガ
ラ
ス
、

キ
セ
キ
レ
イ
と
記
帳
し
て

い
る
と
、
急
に
自
の
前
か
ら

「キ
ャ
ラ
」
叫
び
岸
と

共
に
赤
い
物
体
が
森
に
消
え
た
G

思
わ
ず
「
ウ
ァ
！
」

と
驚
き
の
戸
が
出
る
む
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
で
あ
っ
た
の

発
り
は
じ
め
て
か
ら

2
時
間
ぬ
分
、
弥
陀
ケ
池
に

着
く
。
樹
相
は
コ
メ
ツ
、
カ
、
シ
ラ
ビ
ソ
、
オ
オ
シ
ラ

ピ
ソ
、
ネ
ズ
コ
、
ト
ウ
ヒ
と
針
葉
樹
林
特
有
の
静
か

な
作
ま
い
で
亜
高
山
信
を
懐
み
か
と
す
る
メ
ボ
ソ
ム

シ
ク
イ
、
ル
り
ビ
タ
キ
、
ヒ
、
ガ
ラ
、

コ
ガ
ラ
が
盛
ん

に
附
く
。
「
ビ
ュ
｜
」
と
空
気
を
引
裂
く
声
の
シ
カ
の

声
も
行
く
先
々
で
耳
に
す
る
。
乙
の
辺
．
帯
は
シ
ラ

ネ
ア
オ
イ
が
多
く
、
シ
カ
の
食
害
を
守
る
た
め
の
防

鹿
柵
が
彼
方
此
方
の
山
を
お
お
っ
て
い
る
。

弥
陀
ヶ
池
か
ら
白
根
山
へ
は
、
急
登
を

1
時
間
ほ

ど
だ
が
、
ゆ
っ
く
り
と
記
録
す
る
の
で
2
時
間
ほ
ど

か
け
る
。
白
根
山
頂
（
2
5
7
7
m
）
は
登
る
予
定

は
な
か
っ
た
が
、
時
間
が
あ
る
の
で
リ
ュ
ッ
ク
を
仮

置
し
て
設
行
。
既
に
孜
頂
し
て
い
る
人
が
い
て
、
私

の
腕
諮
を
見
な
が
ら
「
何
の
調
杏
か
t

と
気
さ
く
に

戸
老
か
け
て
く
る
。

錫
ケ
岳
の
話
、
鳥
の
と
と
、
他
愛
も
な
い
お
し
ゃ

べ
り
は
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。

栃
木
県
と
の
県
境
沿
い
を
下
っ
た
所
に
五
色
沼
方

面
ヘ
ド
る
分
岐
点
が
あ
る
。
県
境
沿
い
に
錫
ケ
岳
へ

の
指
導
標
が
あ
り
、
尾
根
通
し
に
白
桧
岳

2
3
9
4

m
手
前
の
白
根
平
ま
で
行
く
。
と
と
で

一
夜
を
過
ご

す
た
め
に
ツ
エ
ル
ト
を
張
る
。
尾
根
道
と
は
い
っ
て

も
平
坦
な
場
所
で
、
針
葉
樹
林
に
固
ま
れ
て
の
a

夜

は
「
夜
の
烏
」
の
期
待
で
夢
は
膨
ら
む
。

午
後
8
時
。
西
の
空
は
明
る
さ
が
失
せ
タ
悶
が
迫

る
と
ヨ
タ
カ
が
附
く
ο

フ
ク
ロ
ウ
の
声
も
す
る
u

し

か
し
残
念
な
が
ら
栃
木
県
側
の
山
腹
だ
。
耳
を
す
ま

せ
て
も
聞
こ
え
る
の
は
シ
カ
の
叫
び
芦
の
み
。
見
慣

れ
ぬ
テ
ン
ト
を
符
戒
し
て
の
叫
び
な
の
か
。

早
朝

4
時
。
テ
ン
ト
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
出
発
，

無
駄
に
精
力
を
費
や
さ
な
い
た
め
の
秘
策
で
、
帰
り

に
撤
収
す
る
予
定
だ
。
コ
マ
ド
リ
が
下
方
の
沢
か
ら

叩
く
。
ル
リ
ビ
タ
キ
、
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
も
多
い
。

自
の
前
に
丘
の
よ
う
に
鍵
え
る
臼
桧
岳
が
笹
の
汚
い

れ
献
に
映
え
頂
上
部
に
シ
ラ
ピ
ソ
の
樹
梢
が
連
な
る
c

ル
1
ト
上
の
目
印
は
結
構
多
く
あ
り
安
心
し
て
歩
け

る
が
、
鳥
を
追
っ
て
コ
l
ス
を
外
れ
る
と
、
元
の
道

が
判
ら
な
く
な
り
．川
町
を
冷
や
し
た
り
す
る
。

何
時
の
頃
か
ら
か
、
錫
ケ
岳
尾
根
を
起
伏
の
少
な

い
「
白
錫
尾
根
」
と
呼
ば
れ
知
ら
れ
る
に
な
っ
た
。

コガラ
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尾
根
な
の
で
水
場
は
無
い
も
の
と
覚
悟
は
し
て
い
た

が
、
コ
マ
ド
リ
の
声
が
行
く
先
々
で
す
る
の
で
沢
が

近
い
と
期
待
し
て
い
る
と
、
水
場
の
標
識
に
出
会
う
。

飲
料
水
は
持
参
し
て
い
る
が
、
「
水
場
」
が
あ
る
と
気

持
ち
が
落
ち
着
く
。

樹
林
に
覆
わ
れ
た
尾
根
道
で
も
何
ヶ
所
か
池
塘
を

み
つ
け
る
。
鳥
や
動
物
の
水
飲
み
場
に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
時
折
木
々
の
合
間
に
山
容
が
見
え
隠
れ
す

る
。
目
指
す
錫
ケ
岳
と
遠
方
に
皇
海
山
と
赤
城
山
。

人
の
気
配
の
全
く
な
い
朝
の
し
じ
ま
の
中
老
ツ
ツ
ド

リ
が
暗
く
。
ジ
ュ
ウ
イ
チ
が
暗
き
な
が
ら
天
空
を
駆

け
て
朔
ぶ
。

野
鳥
調
査
で
不
可
欠
な
の
は
午
前
中
、
若
し
く
は

夕
暮
れ
の
ひ
と
時
。
出
来
う
れ
ば
早
朝
の
4
時
か
ら

6
時
ま
で
が
最
適
で
あ
る
。
乙
の
時
間
帯
に
歩
き
た

く
て
野
営
し
た
の
で
あ
る
。
白
根
平
か
ら
錫
ヶ
岳
ま

で
普
通
の
人
な
ら
初

1
ぬ
分
で
歩
く
。
同
じ
場
所
を

私
は
4
時
間
か
け
た
。
錫
ケ
岳
の
登
り
で
思
い
が
け

ず
オ
オ
ア
カ
ゲ
ラ
の
声
を
聞
く
。
絶
滅
危
慎
種
で
あ

る
。
全
身
身
震
い
す
る
ほ
ど
の
感
激
で
斜
面
を
歩
き

回
っ
て
探
し
た
。
倒
木
の
多
い
中
で
サ
サ
に
足
を
と

ら
れ
転
び
な
が
ら
そ
の
影
を
追
っ
た
。
亜
高
山
帯
の

み
に
生
息
す
る
ホ
シ
ガ
ラ
ス
が
、
人
の
気
配
に
驚
き

「ガ
l
ガ
l
」
と
騒
ぐ
。

錫
ヶ
岳
の
山
頂
は
標
識
が
幾
つ
も
あ
っ
た
。
見
通

し
は
悪
く
苦
労
し
て
登
っ
た
爽
快
さ
が
な
い
。
三
等

三
角
点
を
探
す
と
、
サ
サ
の
中
に
御
影
石
に
刻
ま
れ

た
標
石
が
あ
っ
た
。

眺
望
を
楽
し
も
う
と
踏
跡
を
辿
っ
て
南
ヘ
行
く
と
、

視
界
が
開
け
宿
堂
坊
方
面
へ
の
道
が
統
く
。
遥
か
彼

方
に
懐
か
し
い
皇
海
山
、
左
手
に
庚
申
山
、
稜
線
続

の
低
い
コ
ブ
が
宿
堂
坊
と
三
俣
山
、
だ
。
そ
の
遥
か
上

を
烏
界
随

一
の
速
力
を
も
っ
ハ
リ
オ
ア
マ
ツ
バ
メ
が

風
の
音
を
切
っ
て
飛
ぶ
。
と
の
界
隈
で
は
武
尊
山
、

至
仏
、
笠
岳
、
利
根
源
流
の
み
に
棲
む
。
や
は
り
絶

滅
危
倶
種
だ
。

午
前
9
時
帰
路
に
着
く
。
大
好
き
な
亜
高
山
鳥
の

嚇
り
の
中
、
白
錫
尾
根
を
引
き
返
す
。
時
間
的
に
余

裕
が
あ
る
の
で
、
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
や
ハ
ン
ゴ
ン
ソ

ウ
の
咲
く
草
原
を
五
色
沼
へ
と
下
る
。

弥
陀
ケ
池
で
休
憩
し
、
菅
沼
登
山
口
ま
で
降
り
る

問
、
野
鳥
た
ち
の
コ
ー
ラ
ス
を
全
身
に
浴
び
る
。

「思
い

出
」
深
い
野
鳥
達
と
の
2
日
間
の
コ

l
ス
で
あ
っ
た
。

今
回
の
調
査
で
は
お
種
の
鳥
類
が
記
録
さ
れ
た
。

II 

4
月
7
日
実
施

春
の
自
然
観
察
教
室

「高
尾
山
自
然
観
察
教
室
」
に
参
加
し
て

里
見

哲
夫

ヒガラ

2
0
1
3
年
4
月
7
日
（
日
）
実
施
予
定
の
春
の

自
然
観
察
教
室
は
、
数
日
前
か
ら
の
気
象
情
報
は
極

め
て
厳
し
い
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
前
線

の
通
過
に
伴
っ
て
大
雨
、
強
風
に
よ
る
大
荒
れ
、
外

出
は
控
え
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
回
は
特

に
参
加
者
が
多
く
、
事
務
局
皆
さ
ん
の
ご
心
痛
は
大

変
だ
っ
た
乙
と
と
察
し
た
次
第
で
す
。
も
し
も
の
と

き
に
は
と
代
案
ま
で
計
画
さ
れ
て
の
慎
重
さ
で
し
た

が
、
出
発
時
点
に
は
運
良
く
晴
れ
間
も
見
え
出
し
て
、

多
分
心
配
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

本
日
の
主
テ
l
マ
は
「
サ
ク
ラ
と
ス
ミ
レ
の
探
訪
」、

資
料
は
す
ご
く
充
実
し
た
も
の
で
フ
ァ
イ
ル
入
り
、

多
分
雨
天
に
も
気
配
り
し
て
の
も
の
感
激

一
入
と
感

謝
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

高
尾
山
は
標
高

m
mの
低
い
山
で
す
が
、
そ
の
歴

史
は
古
く
奈
良
時
代
の
川
年
（
天
平
日
）
行
基
菩
薩

の
開
創
と
い
わ
れ
、
薬
王
院
有
喜
寺
の
存
在
が
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
周
辺
の
森
林
は
寺
領
か
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ら
江
戸
時
代
に
は
幕
府
の
直
轄
と
な
っ
て
、
そ
の
後

帝
室
御
料
林
、
現
在
は
国
布
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1
9
6
7年
（
昭
和
位
）
に
は
「明
治
の
森
同
定
公
開
』

に
指
定
ざ
れ
て
、
東
海
道
自
然
歩
道
の
起
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。
山
の
森
林
は
、
信
仰
土
の
理
由
か
ら
保

護
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

と
と
ろ
ど
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
ス
ギ
の
巨
木
は
そ
の
雌

史
を
物
語
る
も
の
で
し
ょ
う
。

被
雑
な
地
形
を
有
す
る
こ
の
山
の
植
物
は
豊
富
で
、

多
く
の
研
究
者
が
訪
れ
、

1
8
8
9
年
（
明
治
辺
）

に
は
松
村
任
J

一
博
士
が

「武
州
森
林
植
物
録
ノ
為
ノ
L

と
い
う
文
献
を
発
表
し
た
の
に
始
ま
っ
て
、
多
く
の

研
究
文
献
が
発
点
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
山
で
初
め

て
発
見
さ
れ
て
、
名
前
の
つ
い
た
植
物
は
3
0種
類

を
超
え
て
い
ま
す
。

「タ
カ
オ
L

と
い
う
植
物
と
し
て

は
タ
カ
オ
シ
ケ
チ
シ
ダ
、
タ
カ
オ
イ
ノ
デ
、
タ
カ
オ

ヤ
プ
マ
オ
、
タ
カ
オ
フ
ウ
口
、
タ
カ
オ
ス
ミ
レ
、
タ

カ
オ
ホ
オ
ズ
キ
、
タ
カ
オ
ホ
ロ
シ
、
タ
カ
オ
ヒ
ゴ
タ
イ
、

タ
カ
オ
ス
ゲ
、
タ
カ
オ
ワ
ニ
グ
チ
ソ
ウ
等
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

高
尾
山
駐
車
場
到
薪
が
7
時
印
分
、
周
辺
の
山
々

を
眺
め
る
と
若
葉
の
中
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
沢
山
日
に

入
り
ま
す
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
群
馬
県
に
は
柑
め
て
婦

で
、
主
な
底
地
は
前
橋
の
橘
山
、
高
崎
の
観
山
田
山
と

そ
の
周
辺
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ケ
ー
ブ
ル

カ
l
駅
前
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
す
で
に
散
っ
て
い
ま

し
た
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
か
ら
の
卓
窓
に
は
ミ
ツ
バ
ツ

ツ
ジ
、
ア
ヅ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
花
、
カ
エ
デ
類
の
若

葉
な
ど
、
そ
の
下
に
ミ
ヤ
マ
キ
ケ
マ
ン
、
カ
タ
ク
リ
、

ニ
リ
ン
ソ
ウ
等
の
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
山
頂
駅

に
降
り
る
と
沢
山
の
植
物
が
．
挙
に
目
に
止
ま
り
、

メ
モ
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
革
本
と
し
て
は
タ
チ
ツ
ボ

ス
ミ
レ
、
ノ
キ
シ
ノ
ブ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、
ク
モ
ノ
ス
シ
ダ
、

カ
ン
ア
オ
イ
（
多
分
タ
マ
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
〉
、
ノ
プ
キ
、

シ
ャ
ガ
、
ミ
ミ
ガ
タ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
、
チ
ゴ
ユ
リ
、

ミ
ヤ
マ
カ
タ
バ
ミ

（カ
ン
ト
ウ
ミ
ヤ
マ
カ
タ
バ
ミ
）
、

ナ
ガ
バ
ノ
ス
ミ
レ
サ
イ
シ
ン
等
、
低
木
に
は
ヤ
マ
ブ

キ
（
北
）
、
ア
オ
キ
（
花
）
、
ニ
ワ
ト
コ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、

ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ
（
花
）
等
々
、
高
木
に
は
ス
ギ
、
カ
ヤ
、

シ
ラ
カ
シ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ア
ラ
カ
シ
、
イ
ヌ
プ
ナ
、
ブ
ナ
、

カ
エ
デ
類
等
々
。
特
に
ア
オ
キ
の
雄
木
、
雌
木
の
花

が
見
ら
れ
ま
し
た
の
で
少
々
説
明
を
し
ま
し
た
が
、

昨
年
の
実
が
赤
々
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。
つ
る
植
物

で
は
キ
ジ
ョ
ラ
ン
が
、
本
種
は
常
緑
の
多
年
生
の
つ

る
植
物
で
、
各
所
に
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
ア
サ

ギ
マ
ダ
う
と
い
う
蝶
が
こ
の
葉
に
産
卵
し
ま
す
s

キ

ジ
ョ
ラ
ン
の
分
布
は
関
東
以
西
で
暖
地
性
植
物
で
す
。

薬
モ
院
ま
で
の
聞
に
は
ス
ギ
の
日
木
が
多
数
日
に
止

ま
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
の
太
さ
に
一脈
史
の
古
さ
を

感
じ
取
り
ま
し
た
。
ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ
の
花
は
多
く
の

人
達
が
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
。
寺
の
境
内
に

l
株
ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
が
咲
い
て
い
ま
し
た

が
植
え
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
し
た
。
東
H
本
に
多

い
と
こ
ろ
か
ら
ト
ウ
ゴ
ク
（
東
国
）
の
名
前
が
つ
き

ま
し
た
が
、
開
花
と
葉
が
同
時
で
、
雌
し
べ
は
1
本、

雄
し
べ
は
ゆ
本
で
す
。
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
は
雌
し
べ
は

1
木
、
雄
し
べ
は
5
本
で
、
葉
の
出
る
前
に
花
を
つ

け
ま
す
の
で
参
考
に
し
て

F
さ
い
。
そ
ん
な
事
を
し

て
い
る
聞
に
野
帳
を
落
と
し
て
金
井
理
事
長
に
拾
っ

て
い
た
だ
く
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。
み
坂
の

道
下
の
キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ
マ
を
眺
め
な
が
ら
登
り
あ
げ

る
と
大
き
な
ツ
ル
グ
ミ
が
あ
り
、
小
さ
な
実
が
沢
山

つ
い
て
い
ま
し
た
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
付
近
は
展

望
も
よ
く
ス
カ
イ
ツ
リ
！
等
や
京
浜
方
而
の
眺
め
も

堪
能
で
き
ま
し
た
が
、
問
題
は
展
望
を
よ
く
す
る
た

め
に
高
木
を
伐
採
す
る
等
の
配
点
も
な
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
少
々
違
和
感
を
感
じ
と
り
ま
し
た
の
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
も
急
い
で
見
学
で
き
ま
し
た
ο

思
．食
は

．
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丁
平
で
す
ま
せ
ま
し
た
が
、
強
風
を
肌
に
感
じ
と
る

貴
重
な
経
験
も
出
来
ま
し
た
が
倒
さ
れ
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
と
で
は
八
重
咲
き
の
ク
サ
ボ
ケ
や
サ
ク

ラ
の
観
察
も
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
急
坂
道

は
少
し
こ
た
え
ま
し
た
が
周
辺
の
槌
物
に
以
を
取
ら

れ
な
が
ら
殺
り
つ
め
て
、
全
体
写
真
は
城
山
分
岐
点

で
撮
影
を
し
ま
し
た
が
お
名
が
揃
う
の
は
大
変
な
と

と
で
す
。
と
こ
か
ら
の
道
の
り
も
か
な
り
あ
っ
て
、

い
よ
い
よ
ス
ミ
レ
の
多
い
箇
所
と
な
り
目
を
放
す
と

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
道
沿
い
に
外
来
組
も
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
比
較
的
に
少
な
い
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン

ポ
ポ
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
、
シ
ョ

カ
ッ
サ
イ
等
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
法
面
に
シ
パ
ヤ
ナ

ギ
、
テ
リ
ハ
ノ
イ
バ
ラ
、
ミ
ヤ
マ
フ
ユ
イ
チ
ゴ
等
、
か
、

ス
ミ
レ
頒
に
は
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
、
ニ
オ
イ
タ
チ
ツ

ボ
ス
ミ
レ
、
マ
ル
パ
ス
ミ
レ
、
ア
カ
ネ
ス
ミ
レ
、
ツ

ボ
ス
ミ
レ
、
ヒ
ナ
ス
ミ
レ
、
エ
イ
ザ
ン
ス
ミ
レ
、
ヒ
カ

ゲ
ス
ミ
レ
、
タ
カ
オ
ス
ミ
レ
が
次
々
に
口
に
止
ま
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
で
ゆ
っ
く
り
堪
能
す
る
こ
と
が
出タJJ万ヌミレ

来
て
、
本
日
の
同
的
も
ほ
ぼ
達
成
し
た
よ
う
で
す
。

全
体
を
通
じ
て
注
目
す
べ
き
槌
物
と
し
て
メ
モ
し

た
柄
物
に
、
信
本
で
タ
Y
ノ
カ
ン
ア
オ
イ
、
ミ
ヤ
マ

タ
ニ
ワ
タ
シ
、
ツ
ク
バ
キ
ン
モ
ン
ソ
ウ
、
ヤ
マ
ル
リ
ソ

ウ
、
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
ト
ウ
ゴ
ク
シ
ソ
パ
タ
ツ
ナ
ミ
、

キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ
マ
、
フ
ッ
キ
ソ
ウ
、
ア
ヅ
マ
ヤ
マ
ア
ザ

ミ
、
カ
タ
ク
リ
、
エ
ビ
ネ
、
サ
イ
ハ
イ
ラ
ン
、
ヤ
マ
ユ
リ
、

タ
カ
オ
ワ
ニ
グ
チ
ソ
ウ
、
シ
ロ
パ
ナ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、

オ
オ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
、
ア
カ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
等
。
高
木
で

は
ア
カ
ガ
シ
、
コ
ブ
シ
、
マ
メ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

ブ
ナ
等
c

低
木
、
つ
る
植
物
に
シ
パ
ヤ
ナ
ギ
、
シ
キ
ミ
、

ミ
ヤ
マ
シ
キ
ミ
、
ビ
ナ
ン
カ
ズ
ラ
、
ヤ
エ
ク
サ
ボ
ケ
、

ツ
ル
グ
ミ
、
テ
リ
ハ
ノ
イ
バ
ラ
、
ミ
ヤ
マ
フ
ユ
イ
チ
ゴ
、

オ
ニ
シ
パ
リ
、
キ
ジ
ョ
ラ
ン
等
が
あ
り
ま
し
た
。
観

察
す
る
の
に
は
少
々
時
間
が
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

各
季
節
ご
と
に
観
察
で
き
る
と
一
一
層
楽
し
い
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。
な
お
、
い
く
つ
か
訂
正
の
槌
物
も
見

ら
れ
ま
し
た
E

そ
の

一
つ
は
ヤ
マ
ル
リ
ソ
ウ
で
し
た
。

パ
ス
に
乗
り
込
む
寸
前
の
川
の
斜
面
に
群
生
し
花
が

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
乗
車
す
る
の
が
忙
し
く
多
く
の

人
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
と
と
を

残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、

－

は
楽
し
い
春
の
向
然
観
察
教
室
が
無
事
終
了
出
来
ま

し
た
と
と
そ
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
予
定
通
り

の
到
着
本
市
l
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

5
月
羽
田
実
施

自
然
観
察
会

「荒
山
高
原
・
荒
山
」
に
参
加
し
て

小
林

節
子

5
月
お
口
自
然
観
察
会
、
荒
山
高
原

・
荒
山
に
参

加
し
ま
し
た
。
天
気
に
恵
ま
れ
て
た
い
へ
ん
良
か

っ

た
で
す
。
私
は
植
物
の
名
前
は
良
く
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
今
日
は
フ
デ
リ
ン
ド
ウ
、
ツ
タ
ウ
ル
シ
、

ミ
ズ

キ
を
党
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
少
し
ず
つ
党

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
の
機

会
が
あ
り
ま
し
た
ら
参
加
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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「一五
歳
時
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
（
．
人
静
）
龍
司

吉
田

岩
陰
の
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
を
揺
す
る
風

龍
司

群
馬
県
の
天
然
記
念
物
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
観
察
会

は
毎
年
五
月
の
連
休
初
日
に
充
て
ら
れ
初
年
に
な
る
。

今
年
も

「春
の
女
神
」
に
遇
い
に
赤
城
山
の
丙
峰
モ

ロ
コ
シ
山
に
出
か
け
た
。
当
日
は
ぐ
ん
ま
自
然
観
察

指
導
員
会
の
研
修
会
と
重
な
っ
た
L
L
、
遠
く
は
横
浜

や
近
県
か
ら
の
参
加
者
も
多
数
い
て
大
変
な
賑
い
。

広
場
を
臨
時
の
駐
車
場
に
充
て

「赤
城
姫
を
愛
す
る

集
ま
り
の
ス
タ
ッ
フ
も
粁
だ
く
の
忙
し
さ
だ
っ
た
。

心
配
さ
れ
た
天
気
も
穏
や
か
で
、
キ
ャ
ン
プ
場
周

辺
の
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
花
の
盛
り
を
過
、
ぎ
て
は
い

る
が
見
応
え
充
分
。
お
白
当
て
の
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ

に
も
期
待
遇
り
再
会
で
き
た
。

参
加
者
は
何
班
か
に
分
か
れ
て
一二
々
五
々
山
に
繰

り
出
し
て
行
く
。
山
道
に
は
ヒ
ナ
ス
ミ
レ
、
ハ
ル
ト

ラ
ノ
オ
、
シ

ロ
バ
ナ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
、
ヤ
マ

エ
ン
ゴ

サ
ク
等
に
混
じ
り
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
も
散
見
さ
れ
る
。

杉
田
久
女
の
作
で

「杉
の
根
の
時
き
所
に

一
人
静

か
」
と
い
う
句
が
あ
る
が
、
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
は
そ
の

よ
う
な
湿
り
気
の
あ
る
緑
陰
を
好
む
植
物
で
あ
る
。

十
日
軒
先
、
植
林
さ
れ
た
仙
道
の
傍
ら
に
花
を
接
げ
咲
く

風
析
に
、
楚
々
と
し
た
題
が
あ
り
、
特
に
ど
婦
人
た

ち
に
好
ま
れ
る
よ
う
だ
。

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
の
学
名
は
、
ク
ロ
ラ
ン
ツ
ス

・
ヤ

ポ
ニ
ク
ス
。
原
名
ク
ロ
ラ
ン
ツ
ス
と
は
「
緑
の
花
」
、

ヤ
ポ
ニ
ク
ス
は
「
円
本
の
」
窓
で
あ
り
、
セ
ン
リ
ョ

ウ
科
セ
ン
リ
ョ
ウ
属
の
多
年
草
で
シ

l
ボ
ル
ト
の
命

名
で
あ
る
。
分
布
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
と
広
い
。

特
徴
は
地
下
茎
が
梢
に
長
く
近
い
、
そ
の
節
か
ら
直

立
し
た
芸
を
立
て
る
の
で
、
か
な
り
の
面
積
に
向

．

の
株
が
林
有
す
る
。
事
は
お

m
内
外
で
枝
は
な
く
、

事
の
上
端
に
対
仲
ド
しす
る
2
対
の
仰
木
を
妓
し
て
付
け
る

が
、
一
一
見
4
枚
の
輪
生
葉
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
禁

に
は
艶
が
あ
り
花
時
に
は
長
さ
3
m
内
外
で
、
花
が

終
わ
る
と

ω
mほ
ど
大
き
く
な
る
。
そ
の
中
心
に
長

さ
2
1
3
m
の
l
本
の
花
秘
を
立
て
、
花
穂
に
沢
山

の
白
い
花
を
付
け
る
が
、
花
は
習
や
花
弁
の
な
い
棟

花
で
、
雌
蕊
と
雄
蕊
だ
け
の
簡
単
な
花
の
構
造
で
あヒトリシズ力

る
。
雄
総
の
円
い
花
糸
が
3
本
に
分
か
れ
て
い
て
、

そ
れ
が
花
の
う
ち
で
最
も
目
立
つ
部
分
と
な
っ
て
い

る。

3
本
に
分
か
れ
た
中
央
の
花
糸
に
は
約
が
な
く
、

左
右
の
2
本
だ
け
に
約
が
あ
る
c

そ
し
て
雄
訴
は
子

－M
の
横
腹
に
乗
っ
て
い
る
。
花
が
終
り
果
実
と
な
る

頃
に
は
、
花
序
の
軸
が
も
と
か
ら
曲
が
っ
て
、

全
体

が
葉
の
下
に
隠
れ
て
し
ま
う
性
質
が
あ
る
。

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
の
名
は
、
正
徳
4
年
（
1
7
1
l
年
）

発
行
の
守
島
良
安
若

『倭
漢
7

一
方
問
会
作
に
よ
る
と、

そ
の
1
本
の
花
穂
を
も
っ
た
草
の
物
静
か
な
姿
が
、

源
義
経
の
話
に
出
て
く
る

「静
御
前
の
吉
野
山
に
お

け
る
歌
舞
の
資
。
に
例
え
て
名
づ
け
た
と
の
ζ

と
で

あ
り
、
別
名
を
ヨ
シ
ノ
シ
ズ
力

（古
野
静
）
と
も
呼

ば
れ
る
。

同
じ
ク
ロ
ラ
ン
ツ
ス
同
に
、
花
穂
が
山
品
川
通
2
本
に

な
る
フ
タ
リ
シ
ズ
カ
（
一一
人
静
）
が
あ
る
が
、

場倭
議

ゴ一
方
図
会
h

に
は
ζ

れ
に
つ
い
て
も
締
女
と
そ
の
幽

霊
二
人
が
合
い
対
時
し
て
遊
鈍
す
る
姿
と
見
て
、
命

名
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
と
の
相
違
点
は
、
名
は
ぬ

i
m
m

と
大
型
で
、
葉
の
鋸
歯
は
浅
く
て
葉
屈
に
艶
は
な
く
、

4
枚
が
2
段
に
対
生
す
る
。
花
穂
は
2
1
3本
しはて、

向
い
粟
粒
の
よ
う
な
雄
蕊
は
l
花
に

3
本
つ
け
る
。

花
期
は
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
よ
り
遅
く
初
夏
で
、

人
の
好

み
に
も
よ
る
が
、
私
に
は
何
処
と
な
く
少
し
野
呂
つ
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た
い
感
じ
に
思
え
る
。

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
に
近
縁
の
植
物
に

「キ
ピ
ヒ
ト
リ

シ
ズ
カ
（
占
備
一
人
静
ど
と
い
う
の
が
あ
る
。
学
名

を
ク
ロ
ラ
ン
ツ
ス

・
フ
オ
ル
ツ
ネ
イ
と
い
い
岡
山
県

で
発
見
、
命
名
さ
れ
た
。
本
州
市
西
部
、
四
国
、
九

州
北
部
に
稀
に
分
布
す
る
柏
物
で
、
以
前
、
栽
情
品

を
友
人
に
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し

未
だ
自
生
地
で
は
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
植

物
で
あ
る
。
特
徴
は
花
糸
が
叩
馴
と
長
く
、

3
本
の

雄
一
成
に
は
ど
れ
に
も
約
が
あ
り
、
明
ら
か
に
ヒ
ト
リ

シ
ズ
カ
と
趣
が
異
な
る
柄
物
で
あ
っ
た
。

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
の
万
言
を
調
べ
る
た
め

可
U
木
植

物
万
一守
口
集
成
（
八
坂
苫
房
編

・
2
0
0
l
年）
－
を
検

索
し
た
ら
、
何
と
1
逓
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
っ

－
T

ひ
と
り
ご
と
」
山
形
県
（
東
田
川
）
。

と
云
う

こ
と
は
、
首
か
ら
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
（
ヨ
シ
ノ
シ
ズ
カ
）

が
吋
た
り
前
に
呼
ば
れ
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
何
か
釈
然
と
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

短
詩
系
（
俳
句
等）

に
は
多
く
の
作
品
が
あ
る
3

・
花
穂
．
つ

一
人
静
の
名
に
白
し

・
き
み
が
名
か
白
人
静
と
い
ひ
に
け
り

．
今
日
の
目
も
n

人
静
も
か
た
ぶ
き
ぬ

．
萌
え
出
づ
る
｝
人
静
を
彼
方
此
万
に

．
一
人
静
花
の
さ
び
し
さ
見
せ
も
せ
ず

南普柑JII翠水
畦縦芽 hl巴

鞍い
｜信つ人
にの静
ひ日 二
っか人
そひ静
人りとも
静とり揃
の し しむ
花てず気
さすかな
きカ＇~ 0) l し
まや~~
しかぐ J
たにさ

燕久
城女

鳥
海

昭
子

・
別

名

・
花
九百
葉

．
誕
生
花

居
間
怖
き
革

隠
さ
れ
た
美

4
月

3
n

図
鑑
の
内
と
外

物
私
記
⑧

布育

オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ

佐
鳥

英

雄

は
じ
め
に
少
し
時
事
的
な
問
題
に
ふ
れ
ま
す
。
少

し
前
、
原
子
力
ム
ラ
と
い
う
の
が
問
題
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
を
壊
す
の
で
は
な
く
・
創
作
す
る
方
向
に
、

ま
た
日
本
人
は
定
り
出
し
て
い
ま
す
。
「
古
い
付
き
合

い
の
有
識
者
を
頼
み
に
、
国
交
省
は
公
聴
会
な
ど
で

ガ
ス
抜
き
と
宣
伝
に
余
念
が
・
な
い
。
原
子
力
に
負
け

ず
、
こ
ち
ら
の
ム
ラ
も
し
ぶ
と
い
L

（
天
声
人
語
、

は・

3
・
日
）
こ
れ
は
八
ッ
場
ダ
ム
に
つ
い
て
の
文

背
中
で
す
。一

体
国
民
と
か
人
民
と
か
は
バ
カ
な
の
か

賢
い
の
か
。
私
は
国
民
で
す
か
ら
自
分
を
反
省
す
れ

ば
分
か
る
の
で
す
が
、
「
・ど
き
ど
き
パ
カ
、
と
き
ど
き

賢
い
」
・
：
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
（
と
こ
は
ど
う
し

て
も
平
均
値
的
に
物
申
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ス
ー

パ
ー
で
買
い
物
を
し
て
も
ま
と
も
に
カ
l
ト
を
片
づ

け
な
い
人
と
か
、
ゴ
ミ
授
業
禁
止
の
看
板
が
あ
る
の

に
、
そ
こ
に
ど
丁
寧
に
も
大
き
な
袋
の
ゴ
ミ
を
2
つ

も
3
つ
も
授
業
す
る
人
と
か
沢
山
い
ま
す
。
シ
ェ
ク

ス
ピ
ア
も
ど
き
に
言
え
ば
、
〈
利
口
は
バ
力
、
パ
カ
は

利
口
〉
と
い
う
と
と
で
し
ょ
う
か
。
）
半
分
バ
カ
な
国

民
は
よ
く
騎
さ
れ
ま
す
。
自
衛
隊
は
そ
の
出
発
の
時
、

「警
察
予
備
隊
t

で
し
た
の
「
軍
隊
だ
と
少
数
の
人
々

が
貝
抜
い
て
い
ま
し
た
が
、

「予
備
隊
な
ら
、
ま
、
い

い
か
」が
大
多
数
で
し
た
。
隊
は
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
、

今
で
は
総
理
大
臣
と
呼
ば
れ
る
人
が
、

「軍
隊
で
す」

と
．一九
い
ま
す
。
こ
う
し
て
騎
さ
れ
た
こ
と
は
歴
史
の

事
実
で
す
が
、
耐
糊
さ
れ
た
人
か
ら
の
反
省
の
弁
と
い

う
の
は
私
は
寡
聞
に
し
て
知
り
ま
せ
ん
。
人
間
マ
ズ

イ
と
と
は
ナ
カ
ツ
タ
ヨ
ウ
に
努
め
る
も
の
で
す
。

私
は
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
起
を
図
鑑
と
内
と
外
、

と
題
し
て
い
ま
す
。
こ
の
題
を
思
い
つ
い
た
時
、
私

の
心
は
、

1

図
鑑
に
す
で
に
書
い
て
あ
る
こ
と
と
、
阿

鑑
に
は
な
い
こ
と
」
を
記
し
て
ゆ
こ
う
・
：
と
い
う
乙

と
で
し
た
。
「
図
鑑
に
は
な
い
と
と
」
と
い
う
の
が
つ

ま
り
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
の
で
す
が
、
銭
念
な
が
ら

大
し
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
も
な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
多
少
余
談
が
増
え
て
し
ま
う
：
・

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
れ
に
合

ー 13



わ
せ
て
、
私
の
見
る
現
下
の
現
状
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
人
が
第
．
次
世
界
大
戦
か

ら
生
み
出
し
た
高
い
埋
想
、
つ
ま
り
地
球
と
か
ら

ー恥

か
し
い
戦
争
」
と
い
う
葱
事
を
無
く
そ
う
と
い
う
、

貝
方
に
よ
っ
て
は
夢
惣
と
も
見
え
る
そ
の
大
理
想
が

い
ま
ぐ
ら
ぐ
ら
揺
れ
て
い
る
状
況
を
児
て
い
る
と
、

ロ
ッ
キ
ー
ド
や
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
の
下
を
逃
げ
ま

わ
っ
た
人
間
の
．
人
と
し
て
、
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い

：
と
い
う
気
持
が
強
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ

こ
は
そ
の
場
所
に
そ
れ
ほ
ど
ふ
さ
わ
し
い
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
や
っ
ぱ
り
ひ
と
と
と
と
、
つ
い
思
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
私
は
年
が
明
け
て
初
歳
で
す
。

も
う
少
し
と
の
附
い
を
児
て
い
た
い
の
で
、
ま
だ
遺
当

と
い
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一守
口
う
べ
き
（
と

私
が
思
う
こ
と
）
は
一一
一
U
つ
：
と
い
う
気
持
が
昂
じ
て

い
る
の
で
す
。

と
こ
で
少
し
話
が
逸
れ
ま
す
が
、
先
日
桐
生
観
察

の
森
で
、
所
．長
の
寺
内
（
優
美
／
寸
）
さ
ん
と
話
し
て

お
り
ま
し
た
。
苦
労
し
て
育
て
た
ヒ
ト
ツ
バ
ハ
ギ
を

イ
ノ
シ
シ
が
侃
る
の
で
、
そ
の
対
策
な
ど
が
話
題
だ
っ

た
の
で
す
が
、
談
た
ま
た
ま
森
の
お
周
年
の
と
と
と

な
り
、
森
の
記
録
・
小
さ
な
発
見
を
ま
と
め
て
み
る

と
よ
い
」
と
い
う
私
の
挺
実
に
、

「そ
れ
な
ら
沢
山
あ

り
ま
す
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
前
に
も
記
し
ま
し

た
が
、
小
さ
な
発
見
な
ら
、
私
も
そ
れ
な
り
に
持
つ

て
い
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
い
う
こ
と
を
書
き

つ
づ
っ
て
ゆ
く
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
そ
の
途
中
で

私
が
時
事
や
政
治
に
容
喋
す
る
の
は
、
心
底
の
怒
り

か
ら
・
；
と
児
て
い
て
く
疋
さ
い
。

閑
話
休
題
。
日

・
2
・
凶
と
日

・
2
・
お
の
〈
週

刊
現
代
合
併
号
〉
に、
〈特
別
寄
稿
〉
と
し
て
、
曽
野
（
綾

子
）
さ
ん
の

一1
こ
の
人
生
、
と
の
世
界
、
き
れ
い
ご

と
で
は
済
ま
な
い
阜
と
い
う

一
文
が
あ
り
ま
し
た
。
「
体

調
で
大
騒
ぎ
す
る
と
の
国
で
」
と
い
う
リ
1
ド
が
つ

い
て
い
て
、
誰
で
も
、
〈
あ
あ
、
体
罰
く
ら
い
で
大
騒

ぎ
す
る
な
〉
と
い
う
論
円
だ
と
知
れ
る
の
で
す
が
、

確
か
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
大
騒
ぎ
し
て
い
る
時
期

で
も
あ
り
、
私
も
関
心
が
あ
っ
た
の
で
、
三
副
し
て

み
ま
し
た
。
ご
感
知
の
よ
う
に
、
週
刊
誌
と
い
う
も

の
に
は
い
ろ
い
ろ
な
特
徴
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

①
大
し
た
と
と
で
も
な
い
の
に
大
袈
裟
だ
。

②
記
事
は
2
1
3
ペ
ー
ジ
と
え
う
こ
と
が
多
く
、

登
場
者
や
筆
者
は
患
を
尽
く
し
難
い
事
が
多
い
。

な
ど
。
私
も
そ
う
い
う
こ
と
は
念
頭
に
し
て
記
事

を
読
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
の
論
旨
は
、

①

い
じ
め
の
な
い
社
会
な
ん
て
な
い
。
と
れ
は

教
育
の
制
度
や
政
治
の
や
り
か
た
と
は
関
係

F
L
R
1
0
 

字
句
’

ν

②

い
じ
め
は
、

精
神
の
幼
い
人
々
に
は
楽
し
い

の
だ
か
ら
な
く
な
ら
な
い
。

③

だ
か
ら
t

い
じ
め
に
耐
え
て
牛
き
て
ゆ
け
る

強
い
子
ど
も
た
ち
を
ど
う
育
て
て
ゆ
く
か
が

大
切
な
の
に
、
誰
も
と
の
こ
と
に
一一己
及
し
な
い
《

お
や
お
や
：
・
と
私
は
思
い
ま
し
た
3

細
部
を
除
け

ば
私
の
与
え
か
た
に
よ
く
似
て
い
ま
し
た
。
私
の
考

え
で
は
止
物
の
社
会
は
、
絶
え
ず
白
己
主
．強
し
て
い

な
い
と
損
さ
れ
る
か
、
い
じ
め
ら
れ
る
か
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
動
物
を
飼
う
と
、
躯
の

小
さ
い
も
の
、
%
の
弱
い
も
の
が
い
じ
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
が
い
じ
め
の
基
本
形
で
、
だ
か
ら
、
い
じ
め
ら

れ
る
側
が
強
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：
と
い
う

の
は
全
く
向
感
で
す
。
た
だ
し
、
い
じ
め
ら
れ
る
側

が
強
く
な
り
き
れ
な
い
場
合
、
周
聞
の
助
け
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
曲
川
野
さ
ん
は
、

〈
い
い
と
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と・
一パ
う
〉
の
で
す
。
た
だ
し
、
と
の
先
を
読
ん
で
ゆ
き

ま
す
と
、
た
ち
ま
ち
私
の
考
え
と
真
逆
（
ち
ょ
っ
と
国

語
辞
典
に
は
あ
り
ま
せ
ん
）
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
す
。

①
も
と
も
と
人
間
は
と
ん
で
も
な
く
不
平
等
に

中
い
ま
れ
つ
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「
み
ん
な
平
等
・

み
ん
な
い
い
子
教
育
」
は
ま
ち
、
か
い
だ
。

②

世

の

中
想
定
外
だ
ら
け
な
ん
だ
か
ら
、
「
福
島

原
発
事
政
は
恕
定
外
と
い
う
一一け
い
択
は
許
さ

ん・・
・は
お
か
し
い
。

①
に
つ
い
て
、
佐
烏
は
考
え
ま
す
。

世
の
中
不
公
平
だ
か
ら
、
人
は
な
る
べ
く
平
等

に
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

②
に
つ
い
て
、
佐
鳥
は
考
え
ま
す
。

世
の
中
そ
ん
な
に
想
定
外
だ
ら
け
な
ら
、
「
原
発

安
全
宣
言
」
に
、
的
問
野
主
ん
は

一
度
で
も

〈
そ
れ

は
ウ
ソ
〉
と
批
判
で
も
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
戦
時
小
、
文
部
省
の
や
っ
た
英
語
追
放

運
動
に
つ
い
て
、
曲
円
野
さ
ん
は
k
m
f校
2
年
の
時
の

向
分
の
体
験
を
語
り
ま
す
。

こ
っ
そ
り
英
語
の
木
を
読
ん
で
い
て
、
先
生
に
見

つ
か
り
ド
キ
リ
。
先
生
い
わ
く
、

・し
っ
か
り
や
ん
な

さ
い
」
お
母
さ
ん
も
、
「
そ
ん
な
こ
と
は
お
か
し
い
か

ら
、
英
語
の
肋
強
は
つ
づ
け
な
さ
い
」
と
激
励
し
て

く
だ
さ
っ
た
と
の
こ
と
。
（
余
談
で
す
が
、
私
の
母
も

私
が
中
学
に
進
ん
だ
時
、
ま
ず
訊
ね
た
の
が

〈英
語

の
時
間
は
あ
る
か
〉
で
し
た
）
常
野
さ
ん
は
こ
う
し

て
軍
国
主
義
の
時
代
で
さ
え
、
白
分
、
か
正
し
い
と
信

じ
る
人
々
は
い
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
ダ
ム
や
高
速

道
路
を
作
っ
た
人
々
が
、
「
彼
ら
は
自
然
を
破
壊
し
た
」

ー大
手
ゼ
ネ
コ
ン
は
み
な
悪
者
だ
」
と
、
「
い
わ
ば
石

を
投
げ
」
ら
れ
て
来
た
と
主
張
し
ま
す
。

こ
の
ζ

と
に
つ
い
て
、
佐
鳥
は
考
え
ま
す
。

な
る
ほ
ど
、
瀬
戸
大
橋
を
渡
っ
た
時
、
そ
の
工
事

を
完
成
し
た
人
々
の
技
術
力
と
精
神
力
、
ひ
い
て
は

人
間
と
い
う
も
の
の
偉
大
さ
に
感
動
し
て
い
た
私
を

私
は
忘
れ
る
ハ
ズ
も
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
そ
の

一
方

で
そ
の
ゼ
ネ
コ
ン
が
、
こ
の
国
上
を
も
う
取
り
返
せ

な
い
ほ
ど
に
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
忘
れ
る

訳
に
は
ゆ
か
な
い
。
と
の
む
つ
か
し
い
手
隔
を
止
場

す
る
道
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ほ
ん
の
1
つ
だ

け
例
ふ
す
れ
ば
、
応
追
虫
（
ス
イ
ッ
チ
ョ
）
が
滅
び

た
時
、
次
の
歌
も
滅
び
る
の
で
す
。

馬
追
虫
の
髭
の
そ
よ
ろ
に
来
る
秋
は

ま
な
と
を
閉
ぢ
て
恕
ひ
見
る
べ
し
（
長
塚

こ
の
点
で
私
は
保
守
主
義
者
で
す
。

こ
こ
ま
で
省
い
て
き
て
、
な
る
ほ
ど
、
政
治
的
な

議
論
は
果
て
し
な
く
、
し
か
も
し
ん
ど
い
：
で
、
以

下
次
号
と
し
て
、
オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
の
こ
と
を
少
し
記

し
ま
す
。

間山）

シ
ダ
の
世
界

・
タ
ケ
、
サ
サ
の
世
界
、
み
ん
な
が

門
家
が
必
要
な
ほ
ど
最
も
多
く
複
雑
で
す
。
0
0科
で

も
大
世
帯
の
場
合
同
じ
で
す
。
ス
ミ
レ
科

・
イ
ネ
科

・

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
と
か
。
と
ん
な
む
つ
か
し
い
分
野

に
十
専
門
家
が
登
場
す
る
の
は
、
私
な
ん
か
不
思
議
で

す
が
、
乙
こ
に
も
人
間
の
位
大
さ
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
余
談
で
す
が
、
先
日
キ
ノ
コ
の
専
門
家
で
あ
る

須
田
（
隆
）
さ
ん
か
ら
電
話
。

「鳥
取
大
学
の
あ
る
方

の
研
究
の
お
手
伝
い
な
の
だ
が
、
ム
ク
ノ
キ
の
大
木

は
ど
乙
に
あ
る
か
」
会
っ
て
か
ら
聞
く
と
、

ミ
ナ
ミ

タ
マ
チ
ョ
レ
イ
タ
ケ
と
い
う
キ
ノ
コ
を
探
し
て
る
と

い
う
。
人f
の
と
こ
ろ
ム
ク
ノ
キ
の
枯
れ
枝
だ
け
に
生

じ
る
と
い
う
0

・
－人
で
41

時
間
ほ
ど
探
し
、
多
少
の

収
程
、
か
あ
り
ま
し
た
。

ヤ
ナ
ギ
科
も
や
や
大
世
帯
n

約
切
種
で
す
が
基
本

的
に
雌
雄
異
株
な
の
で
、
間
稀
み
た
い
な
世
界
で
す
。

最
近
の
学
者
（
と
い
っ
て
も
故
人
）
と
し
て
、
木
村
有

香
博
士
が
お
り
ま
し
た
。
平
凡
社
の

〈
日
本
の
野
生

植
物
〉
の
ヤ
ナ
ギ
科
は
木
村
さ
ん
の
担
当
で
す
。
こ

う
い
う
研
究
は
日
ボ
出
は
お
ろ
か
、
憎
い
界
在
飛
び
阿

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
金
と
時
間
が
先
立

ち
ま
す
。
私
な
ど
が
門
外
漢
に
と
ど
ま
る
理
由
で
す
。

オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
は
、
木
村
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
北
海

道

・
本
州

・
中
図

・
四
国

・
千
島

・
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ

・

ア
ナ
ド
ウ
ィ
ル

・
ウ
ス
リ
l
・
ア
ム
ー
ル

・
中
国
東
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北
に
分
布
し
、

一
般
に
ポ
辺
を
好
む
」
と
い
う
ヤ
ナ

ギ
で
す
の
別
名
カ
ラ
フ
ト
ヤ
ナ
ギ
で
す
か
ら
、
カ
ラ

フ
ト
に
も
分
布
す
る
の
で
し
ょ
う
。〈
群
馬
県
植
物
誌
〉

で
見
て
み
ま
し
ょ
う
“

「産
地
：
・
多
野
山
地

・
足
尾
山
地
な
ど
か
ら
利
根
川

源
流
部
ま
で
の
各
山
地
。
備
考
：
・
山
地
の
河
畔
。
や

や
ま
れ
」

ζ

の
オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
、

〈新
牧
野
日
本
植
物
図
鑑
〉

に
よ
れ
ば
、
「
尾
上
柳
」
で、

「牧
野
富
太
郎
が
土
佐

の
山
中
で
採
集
し
た
も
の
で
、
的
の
上

（
お
の
え
）

ヤ
ナ
ギ
の
怠
味
で
あ
る
」
と
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

山
中
に
多
く
河
原
に
は
な
い
：
と
、
私
は
こ
の
春
ま

で
考
え
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
波
良
瀬
川
に
通

う
う
ち
に
、
河
原
に
か
な
り
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
波
良
瀬
川
の
ヤ
ナ
ギ
は
、
少
な
く
と
も
桐
生

市
域
で
は
、
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
・ナ
ガ
パ
カ
ワ
ヤ
ナ
ギ
・
ジ
ヤ

ヤ
ナ
ギ

・
イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ

・
タ
チ
ヤ
ナ
ギ

・
マ
ル

バ
ヤ
ナ
ギ
の
6
種
と
見
て
き
た
の
で
、
変
更
で
す
。

大
木
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雄
花
穂
は
薄
黄
色
で
沢
山
つ

き
ま
す
。
雌
花
穂
も
沢
山
で
、
茶
褐
色
っ
ぽ
く
見
え

ま
す
。
花
は
中
聞
か
や
や
お
そ
い
ほ
う
。
荷
禁
の
先

端
以
外
の
縁
が
袋
側
に
巻
く
の
が
よ
い
特
徴
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
を
す
る
の
は
ヤ
ナ
ギ
の
仲
間
で
は
他

に
、
キ
ヌ
ヤ
ナ
ギ

・
エ
ゾ
ノ
ヰ
ヌ
ヤ
ナ
ギ
・
エ
ゾ
ノ

カ
ワ
ヤ
ナ
ギ
・
ユ
ピ
ソ
ヤ
ナ
ギ

・
ヤ
マ
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

く
ら
い
で
す
。

な
お
、
ヤ
ナ
ギ
科
で
は
次
の
よ
う
な
と
と
が
あ
り

ま
す
。
①

平
凡
社
で
は
キ
ヌ
ヤ
ナ
ギ
と
エ
ゾ
ノ
キ
ヌ
ヤ

ナ
ギ
を
別
種
と
す
る
が
、

〈新
牧
野
日
本
柄
物
図

鑑
〉
で
は
同
種
と
す
る
。

②

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
と
タ
チ
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
と
ハ
イ
ネ

コ
ヤ
ナ
ギ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③

〈
群
馬
県
植
物
誌
〉
で
は
ユ
ピ
ソ
ヤ
ナ
ギ
と
ネ

コ
ヤ
ナ
ギ
の
雑
種
と
し
て
、
フ
カ
オ
ヤ
ナ
ギ
を

分
け
る
が
、
平
凡
社
に
は
な
い
。

な
ど
で
す
が
、
門
外
漢
の
私
に
論
ず
る
力
は
あ
り

ま
せ
ん
。

群

石雪
地
質
持

飯
島

静
男

「
ち
ょ
っ
と
見
て
も
ら
い
た
い
」
と

T
Rが
出
し
て

き
た
の
は
淡
黄
白
色
の
行
棒
、
栄
養
ド
リ
ン
グ
瓶
く

ら
い
の
大
き
ざ
で
あ
る
。
表
面
が
ボ
ロ
ボ
目
だ
っ
た

よ
う
で
、
崩
れ
な
い
よ
う
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
し
て
あ
る
。
発
掘
時
の
泥
つ
き
の
ま
ま
で
あ
る
。

T
君
は
軽
石
と
言
っ
た
が
、

凝
灰
お
で
あ
る
。
肉
似

で
粒
子
が
見
え
る
く
ら
い
の
、
や
や
粗
粒
の
火
山
灰

が
凝
固
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
P
社
が
鑑
定
し
て
い
て
、
山
町
石
名
は
経
．七

質
凝
灰
岩
、
主
安
鉱
物
は
斜
プ
チ

u
ル
沸
石
だ
そ
う

だ
。
し
て
み
る
と
火
山
灰
（
火
山
ガ
ラ
ス
）
が
す
っ

か
り
沸
石
化
し
た
凝
灰
岩
で
あ
る
。
P
社
鑑
定
書
は
こ

の
よ
う
な
凝
灰
岩
は
第
四
紀
の
火
山
に
は
注
せ
ず
、

新
第
三
紀
層
の
分
布
す
る
地
域
に
あ
る
、
し
た
が
っ

て
、
石
棒
の
原
石
は
出
土
地
の
念
測
で
は
な
く
て
、

四
万

・
中
之
条
方
面
か
ら
採
取
し
た
可
能
性
が
あ
る。

と
述
べ
て
い
る
。

T
君
の
持
論
で
は
小
型
の
行
絡
は
地
元
の
石
材
を

用
い
て
作
る
の
が
通
例
だ
そ
う
で
、
原
産
地
を
倉
測

に
求
め
た
い
。
村
じ
ゅ
う
歩
い
た
の
な
ら
ば
、
と
う

い
う
石
を
見
た
党
え
が
あ
る
だ
ろ
う
、
さ
あ
ど
う
だ

と
い
う
の
が
用
件
で
あ
っ
た
。
返
事
は
「
な
い

に

尽
き
る
が
、
四
万

・
中
之
条
方
面
に
し
て
も
円
石
の

変
質
度
が
高
く
、
沸
石
料
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
ず
、

む
し
ろ
地
蔵
峠
以
南
を
探
し
た
ら
、
と
助
・J・ロ
し
た
。
「
で

も
ま
だ
（
村
内
に
）
未
発
見
の
地
周
が
あ
る
か
も
知

れ
な
い
」
と
、
人
の
一一員
う
こ
と
を
信
じ
な
い
口
ぶ
り

な
の
で
、
太
え
野
郎
だ
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
ち

ら
の
思
い
ち
が
い
。
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マ5
・崎町・
．‘・

スラ
ク口
で
サ見
る

三主
，，ー、、

木同
10 
、、，J

雅夫

最
近
は
北
関
東
で
も
、
マ
テ
パ
シ
イ
が
野
生
化
し

て
い
る
場
所
が
あ
る
。
元
々
の
産
地
は
九
州
、
沖
縄
の

日
本
特
産
種
で
あ
る
が
植
栽
の
歴
史
が
古
い
の
で
よ

く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。
林
内
に
点
々
と
実
生
株
が

見
ら
れ
る
か
ら
そ
の
う
ち
に
マ
テ
バ
シ
イ
の
林
に
な

るかもしれない。その薄暗い林下に草丈印m

ほどのマスクサが群生していた。マスクサ老

見つけたら雌しべ柱頭をル1ぺで見て3岐、

これの確認が欠かせない。また果胞のくちば

しは二つに分かれている。縁に広い翼があり

きれいな卵形をしているのが特徴だ。写真に

あるが雌小穂の鱗片は中肋が緑色で果胞より

長くならない。スゲ属マスクサ節に属する他

のマスクサ類はない。小穂が雄雌性で、よく

見られる雄小穂と雌小穂の区別がない。小穂

の下部に雄の部分がある。

ヲ美

サ完
シた
J 、鉄自
のの
谷一 中で
谷 〆’『、、
畑 161 、』，，，
藤
男

マスクサ

私
が
初
め
て
サ
シ
パ
を
観
察
（
谷
畑
1
9
8
8）

し
た
の
は
お
年
前
、
吉
井
町
上
奥
平
の
谷
津
田
で
あ

る
。
サ
シ
バ
は

「里
山
生
態
系
の
指
標
種
」
で
あ
り
、

代
表
的
な
「
渡
り
鷹
」
で
も
あ
る
。
観
音
山
丘
陵
で

は
鏑
川
北
側
の
高
崎
市
奥
平
（
旧
吉
井
町
）
周
辺
が

サ
シ
バ
生
息
地
で
あ
る
。
谷
に
沿
っ
て
帯
状
の
水
田

（
谷
津
田
）
が
葉
脈
状
に
作
ら
れ
、
「
た
め
池
」
も
数

多
く
あ
る
。
毘
虫
・両
生
類
（
カ
エ
ル
）
・艇
虫
類
（
ト

カ
ゲ
・
ヘ
ビ
）
な
ど
を
捕
食
す
る
サ
シ
パ
に
と
っ
て
、

谷
津
田
は
格
好
の
繁
殖
地
に
な
っ
て
い
る
。

サ
シ
バ
調
査
を
始
め
た
頃
、
サ
シ
バ
は
な
ぜ
rH
衣

観
音
や
荒
久
沢
周
辺
の
林
で
繁
殖
し
な
い
の
か
と
い

う
疑
問
が
あ
っ
た
。

納
得
で
き
る
の
答
え
は
、
谷
津
田
学
術
調
査
報
告

書
の

「地
形

・
地
質
」
に
あ
っ
た
。
群
馬
県
は

1
9

9
6年
」
か
ら

2
0
0
0年
ま
で
の

5
ヵ
年
に
わ
た

り
、
西
毛
地
域
に
お
け
る
谷
津
田
お
自
然
環
境
調
査

を
行
っ
た
。
こ
の
報
告
書
の
中
に

「観
音
山
丘
陵
で

は
谷
津
田
の
分
布
に
福
島
層

・
吉
井
屈
が
重
な
り
、

板
鼻
層
分
布
域
に
は
谷
津
田
の
発
達
は
な
い
。
と
の

事
実
は
基
盤
岩
の
岩
相
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
（
略
）
泥
岩
の
車
越
し
た
地
域
に
谷
津
田
が

発
達
し
、
砂
岩

・
傑
岩
の
多
い
地
域
に
は
た
と
え
丘

陵
地
で
あ
っ
て
も
、
谷
津
田
は
開
発
さ
れ
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
（
高
橋

2
0
0
2）L

と
い
う
説

明
が
あ
っ
た
。

観
音
山
丘
陵
は
新
生
代
第
一
一
．
紀
地
層
が
基
盤
で
、

か
つ
て
は
海
底
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

上
奥
平
な
ど
粘
土
が
堆
積
し
た
地
域
に
谷
津
田
が
開

発
さ
れ
、
白
衣
観
音
周
辺
な
ど
砂
礁
が
堆
積
し
た
地

域
は
V
字
谷
と
な
り
水
田
が
で
き
な
か
っ
た
。

は
る
か
昔
の
海
底
が
隆
起
し
丘
陵
と
な
っ
た
。

そ

こ
に
人
が
住
み
着
き
、
泥
質
の
谷
聞
に
水
田
や
た
め

池
を
作
り
稲
作
を
行
っ
た
。
た
め
池

・
水
田

・
雑
木
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同
仰
の
届
根
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
谷
津
田
環
境
は
サ
シ

バ
に
と
っ
て
良
好
な
繁
殖
地
に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
観
音
山
丘
陵
の
地
形
（
航
空
写
真
）
老
見

る
と
、
谷
津
凹
地
形
や
た
め
池
の
分
布
が
よ
く
わ
か

る
。
し
か
し
現
在
で
は
丘
陵
地
で
最
も
目
立
つ
地
形

は
ゴ
ル
フ
場
。
こ
の
人
工
的
な
草
原
に
サ
シ
パ
は
牛
．

息
で
き
な
い
。

今
年
の
四
月
、
開
発
を
免
れ
た
上
奥
平
の
谷
津
田

に
サ
シ
パ
が
反
っ
て
さ
た
。
谷
閣
の
完
牲
に
サ
シ
パ

が
止
ま
り
、
耕
地
や
批
判
で
動
く
小
動
物
を
待
ち
伏
せ

る
。
か
つ
て
谷
津
田
は
葉
脈
の
よ
う
に
枝
分
か
れ
し
、

小
さ
な
谷
奥
ま
で
水
田
が
あ
っ
た
。
サ
シ
パ
は
谷
津

田
を
巡
回
し
獲
物
を
狩
り
、
雛
を
養
っ
た
。
と
こ
ろ

が
坂
本
は
谷
奥
の
水
田
か
ら
耕
作
欣
棄
が
進
ん
で
い

る
。
放
棄
さ
れ
た
本
国
に
は
京
木
が
侵
入
し
て
サ
シ

パ
の
餌
場
は
消
え
て
い
く
。
調
査
を
始
め
た
お
年
前

に
比
べ
、
上
奥
平
を
含
む
西
毛
地
域
の
谷
津
田
地
域

で
繁
殖
す
る
サ
シ
バ
は
半
減
し
て
い
る
。

「
サ
シ
バ
の
里
物
語
（
2
0
1
2ど
に
よ
る
と
、

波
り
サ
シ
バ
の
主
要
中
継
地
で
あ
る
沖
縄
県
宵
古
島

で
は
、

1
9
7
0
年
代
か
ら
毎
年
、
宮
古
野
鳥
の
会

に
よ
っ
て
秋
に
こ
の
島
を
通
過
し
て
い
く
サ
シ
バ
の

個
体
数
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。
1
9
7
0年
代

か
ら

1
9
8
0年
代
前
下
ま
で
は
毎
年
3
万
羽
か
ら

b
万
羽
を
超
え
る
サ
シ
バ
が
観
察
さ
れ
て
い
た
が
、

1
9
9
0年
以
降
は
2
万
羽
前
後
ま
で
減
少
し
て
い

る
と
い
う
。
サ
シ
パ
の
運
命
は
里
山
の
保
全
と
農
業

の
維
持
に
か
か
っ
て
い
る
。

参
考
文
献

谷
畑
藤
男
（
1
9
8
8）

サ
シ
パ
の
季
節
群
馬
の
山
然

ω号

高
橋
武
夫
〈
2
0
0
2）

谷
津
田
（
西
毛
地
域
）
学
術
調
査
報
告
書

サ
シ
パ
の
虫
物
語

（
2
0
1
2
）

N
P
Oオ
オ
タ
カ
保
護
基
金

群
馬
県

可

川
岳
山
麓
エ
コ
ツ
ア

1
7ス
散
策

千
葉
県
松
戸
市

蔀

ウシパ

2
0
1
3
年
6
月
日
目
、
梅
雨
入
り
後
の
曇
り
空

の
も
と
友
人
と
よ
合
橋
か
ら
湯
禍
曽
川
沿
い
の
虹
芝

寮
を
経
由
し
国
道
則
号
を
幽
の
沢
、
一
ノ
倉
沢
と
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場
ま
で
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
の

土
合
縮
か
ら
虹
芝
寮
ま
で
は
A
J
も
冬
季
に
毎
日
の

よ
う
に
訪
れ
て
い
る
親
し
み
の
あ
る
ル
l
ト
で
湯
檎

曽
川
の
積
苛
の
上
を
歩
き
、
時
に
は
数
阿
の
交
代

ラ
ッ
セ
ル
で
も
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
逆
に
思

い
が
け
ず
簡
単
に
到
着
し
た
り
守
の
難
し
さ
を
身
を

持
っ
て
実
感
し
て
い
る
お
気
に
入
り
の
場
所
で
す
。

そ
の
無
い
エ
コ
ツ
ア
l
コ
l
ス
を
散
策
し
よ
う
と

目
論
ん
だ
の
は
群
馬
県
伺
然
保
護
連
閣
の
とロ
凶
事
務

局
長
に
無
理
を
お
願
い
し
関
さ
ん
か
ら
お
送
り
戴
い

た
水
上
町
工
コ
ツ
ア

l
企
画
に
反
映
さ
れ
て
い
る

守谷
川
岳
の
自
然
科
学
研
究
」
を
実
際
に
体
験
し
よ

う
と
患
っ
た
か
ら
で
す
。

土
合
橋
際
か
ら
歩
き
始
め
て
前
ぐ
緑
の
曲以
か
さ
と

色
の
濃
さ
を
強
烈
に
感
じ
ま
し
た
。
居
ー
の
季
節
は
、

情
や
低
水
が
汚
で
覆
わ
れ
冬
季
以
外
は
こ
ん
な
に
緑

が
濃
い
の
か
と
改
め
て
篤
き
ま
し
た
。
ミ
ズ
ナ
ラ
、
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ホ
ウ
ノ
キ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ブ
ナ
の
巨
木
や
ウ
リ
ハ
ダ

カ
エ
デ
の
翼
果
が
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
ガ
マ
ズ
ミ
、
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
、
ウ
ノ
ハ

ナ
、
ハ
コ
ネ
ウ
ツ
ギ
の
花
々
の
色
が
鮮
や
か
に
感
じ

ら
れ
エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ
が
間
も
な
く
開
花
す
れ
ば
花
街

道
に
な
る
と
思
え
ま
し
た
。

行
程
に
真
新
し
い
傑
識
が
設
置
さ
れ
て
お
り
遊
歩

道
と
し
て
整
備
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。
「

サ
ル
に
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
」
の
警
告
文
は

自
然
を
大
切
に
す
る
た
め
に
順
守
す
べ
き
で
、
エ

コ

ツ
ア
l
コ
l
ス
と
し
て
人
気
が
出
れ
ば
不
心
得
者
が

出
な
い
よ
う
具
体
策
が
必
要
と
思
い
ま
し
た
。

一

方

熊

出

没

注

怠
」
の
警
告
は
出
会
い
が
し
ら
の
遭

遇
を
避
け
よ
う
と
前
週
楽
し
ん
だ
尾
瀬
を
思
い
だ
し

ホ
イ
ッ
ス
ル
を
取
り
出
し
吹
き
ま
く
り
ま
し
た
渓

涜
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
た
方
々
に
は
う
る
さ
い
と
感

じ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
、
熊
対
応
は
こ
れ
か
ら
も
大

切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
た
だ
尾
瀬
に
比
較
し
熊
棚

が
間
近
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
少
し
残
念
な
気
も

し
ま
し
た
。

都
会
で
間
近
で
見
る
機
会
が
少
な
い
七
夕
飾
り
の

よ
う
な
ク
マ
シ
デ
の
果
穂
を
手
に
し
た
友
人
は
ビ
ー

ル
の
ホ
ッ
プ
の
よ
う
だ
と
驚
き
、
自
然
の
中
で
身
近

に
触
れ
る
と
と
が
で
き
る
休
験
は
意
義
が
あ
り
、
見

る
だ
け
で
な
く
五
感
で
感
じ
ら
れ
る
エ
コ
ツ
ア
ー

コ
ー
ス
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

湯
柏
曽
川
対
岸
の
白
毛
門
山
系
の
ア
ハ
ラ
ン
チ
シ

ュ
l
卜
の
壮
大
さ
、
雪
の
季
節
に
訪
れ
た
時
、
湯
槍

前
日
川
を
せ
き
止
め
乗
り
越
え
た
と
思
え
る
デ
ブ
リ
を

日
の
前
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
雪
崩
が
運
ん
だ

大
量
の
土
砂
堆
積
物
と
倒
木
を
見
て
特
川
岳
エ
コ
ツ

ア
l
の
大
き
な
目
玉
と
実
感
し
ま
し
た
。

虹
芝
寮
か
ら
国
道
に
出
る
と
き
若
い
女
性
二
人
連

れ
と
ク
ロ
ス
し
ま
し
た
、
地
図
を
片
手
に
標
識
が
あ

っ
た
の
で
こ
と
ま
で
来
れ
た
。
こ
れ
か
ら
土
合
橋
ま

で
散
策
す
る
と
聞
か
さ
れ
、
今
後
は
少
し
ず
つ
若
い

人
が
訪
ね
て
く
れ
る
予
感
、
か
し
て
、
き
め
細
か
な
解
説

占
の
保
守
管
理
が
大
切
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

国
道
は
幽
の
沢
、

一
ノ
倉
沢
の
壮
観
さ
と
同
時
に

今
を
見
守
る
慰
霊
の
レ
リ
ー
フ
は
日
本
－
．一
大
岩
場
で

あ
る
谷
川
岳
の
象
徴
で
し
た
。
国
道
沿
い
の
他
に
類

を
見
な
い
ブ
ナ
林
の
素
晴
ら
し
さ
は
解
説
文
な
り
案

内
板
な
り
、
も
っ
と
知
ら
し
め
る
方
策
が
あ
れ
ば
と

勿
体
無
い
気
が
し
ま
し
た
。
時
間
的
に
四
時
間
程
度

で
体
力
的
に
も
無

理
の
な
い
当
該
エ

コ
ツ
ア
！
コ
！
ス

は
絶
対
に
お
勧
め

と
思
っ
た

一
円
で

し
た
。

・．・コ・
情
報
提
供
あ
り
が
と
う

そ
の

シ
ロ
マ
ダ
ラ（
ト
カ
ゲ
門
ナ
ミ
ヘ
ビ
科
）

提

供

者

一

須

田

亨

（

一
般）

採

集

地

一
富
岡
市
妙
義
町
八
木
連

採

集

日

一
2
0
1
2年
日
月
7
日

特

記

一
全
長
五
五
．

O
m

体
重

一
七
．
O
g

群
馬
県
評
価

一
準
絶
滅
危
倶

参
考
文
献
：
・
群
馬
県
レ
ッ
ド
デ

l
夕
、ブ
ッ
ク

動
物
編
2
0
1
2年
改
訂
版

圃． 
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Jタ
ピ
の

新
潟
県
塩
沢
町
の
両
生
獄
調
査

挺

供

者

一
木
下

弘
公
苔
貝
）

塩
沢
中
学
校
科
学
部
生
徒

調
有
地
一
新
潟
保
塩
沢
町

調
査
時
期
一

1
9
9
7
1
9
9年

調
査
対
象

一
両
生
類
は
積
の
生
息
調
査

付

記

一
新
潟
地
区
（
佐
渡
島
）
の
新
種
、

サ
ド
ガ
エ
ル
の
情
報
が
紹
介
さ
れ
る

新種ザドガエル「ギューシjと鴫きます

平
成
お
年
度

総
会
報
告

平
成
お
年
度
定
時
総
会
は
、

5
月
日
日
群
馬
県
生
涯

学
醤
セ
ン
タ
ー
第
2
研
修
宅
で
開
催
さ
れ
ま
し
た。

山
席
者
川
名
（
本
人
出
席
初
名
、
委
任
状
引
名
）
。

総
会
戚
立
の
要
件

「．
止
会
員
総
数
の
5
分
の
l
」
を

満
し
た
た
め
総
会
成
立
を
確
認
し
開
催
し
た
。
次
い

で
司
会
者
（
事
務
局
長
）
よ
り
議
長
の
選
任
を
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
岸
好
孝
氏
を
満
場

一
致
で
選
出
。
議

案
の
審
議
に
あ
た
る
。
議
長
よ
り
議
事
録
署
名
人
に2012.12.12 

吉
凹
健
司
事
務
局
長
、
佐
勝
康
弘
理
事
が
折
名
さ
れ
、

議
案
の
審
議
に
入
る
。

・
第
1
号

議

案

平

成

M
年
度
行
事
報
告
」
並
び
に

・
第
2
号
議
案
「
平
成
M
年
度
決
算
報
告
」
に
つ
い

て
事
務
局
長
か
ら
報
告
が
行
な
わ
れ
た
c

次
い
で
田

口
秀
雄
、
反
町
質
男
両
監
ト
早
か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
、

会
計
は
適
正
か
つ
正
確
で
あ
る
」
む
ね
監
査
報
告

が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
梨
両
案
に
つ
い
て
承
認
を

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
反
対
怒
見
な
く
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

・
第
3
ロ
ワ
議
案
「
お
年
度
行
事
案
」
に
つ
い
て
事
務

局
長
か
ら
説
明
が
行
な
わ
れ
た
。
行
事
案
は
概
ね
昨

年
同
様
で
あ
る
が
、
「
清
い
抑
登
山
」
の
名
称
が
変
わ
り

寸
身
近
な
自
然
観
察
と
保
護
活
動
」
と
な
り
、
赤
城
山

サ
ク
ラ
ソ
ウ
自
生
地
と
榛
名
沼
ノ
原
の
特
定
外
来
舶

物
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
駆
除
作
業
が
新
た
に
加
わ
っ

た
。
昨
年
か
ら
の
縦
続
事
業
と
し
て
赤
城
山
鍋
割
高

原
環
境
整
備
事
業
（
笹
刈
り
）
も
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
審
議
の
結
果
承
認
さ
れ
た
。

・
第
4
号
議
案
「
お
年
度
予
算
案
」
に
つ
い
て
事
業

収
入
「
3
，
7
2
3

．0
0
0
円
」
、
事
務
運
営

・

事
業
白

15
，

o
o
o，
0
0
0
円
。
時
期
繰
越
金

「
1
0

．1
4
4，
6
2
9
円
一
を
計
上
し
承
認
を
諮
っ

た
と
乙
ろ
、
執
行
部
原
案
通
り
満
場
一
致
で
孟
認
さ

れ
た
。

新潟版C朝日新聞
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収入の部

I頁 目

前年度繰越金

£』 費r;;: 

環境調査受託料

着措置山と自然観察受託料

自然観察教室

自然観察会

特定外来植物の駆除

ツツジ保全

寄 付 金

事lj ’自巳ρ

雑 収 入

」~ 計Eヨ

支出の部

I買 目

事務運営費

自然観察会

清掃登 山

サクラソウ等の保護他

環境フェスティパル

自然観察教室

会報I群馬の自然J発行

自然保護対策委員会

自然環境調査

特定外来植物の駆除

ツツジ保全

予 備 費

次年度繰越金

£に』コ E十

平成24年度会計報告

予算 決算 増減

14,002,299 14002 299 。
600,000 611,000 11,000 

4,700,000 。 -4,700,000 
830,000 830,000 。
600000 610,000 10,000 

60000 32,400 -27 600 

200000 。 -200000 

450,000 493500 43,500 

500000 333,000 -167,000 

4000 3,259 -741 

。 192 000 192,000 

21,946,299 17, 107,458 -4,838,841 

予算 決算 増 j成

3,480,000 4,148,990 668990 

230000 109,600 ー120,400

50000 43,060 -6,940 

20,000 21,500 1,500 

20000 17,739 -2,261 

600000 573,552 -26448 

450,000 429028 ー20972

30000 8000 -22000 

1,500,000 。-1,500,000 
150,000 。 -150000 

250000 334,360 84,360 

580000 。 -580000 

14,586,299 11,421,629 -3, 164,670 

21946 299 17,107,458 
事4838841

自平成24年4月1日
至平成25年3月31日

摘 要

八ッ場ダム建設所受託事業

群馬県自然環境課受託事業

f高 要

現金 78,351＋預金 3,250,001 ＋ゅうちょ 137,040＋定期 7,956,237 = 11,421,629 
平成25年4月25日 上記の通り相違ありません。

監事反町賓男 監事田口秀雄
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平成25年5月11日

特定非営利活動法人（NPO法人）

群馬県自 然 保護連盟

平成25年度予算案
(25年4月～26年3月）

項

事務運営費

地代家賃費 7~6.800 
水道光熱費 130,000 

職員費 1,800,000

税金 80000

諸経費 22~.200

金額

3000000 

目

支出の部

金額

11,421,629 

収入の部

項

繰越金

目

3,723,000 

事業費

桜草・ゴマシジミ 20000 

観察会 100,000 

清掃登 山 45,000 

観察教室 700,000 

E境フェスティパル 20000 

会報発行 430poo 

自然保護対策委員 9000 

自然環境調査 0 

特定外来植物駆除 20000 

鍋割高原環境整備 600,000 

予 備費 5600Q 

2000000 

事業収入

会費収入 600,000 

観察会参加費 50,000 

観察教室参加費 750,000 

県清婦登山等受託料 800,000 

特定外来植物の駆除 20,000 

鍋割高原環境整備 1,000,000 

寄付金 500,000

利息 3,000

一一一一一一ー 一一一一一γ一一－

次扇繰越金 一 r-10，両，629
15 144 629 15, 144,629 

つ
次
口ソ
の
特
集
は

－群
馬
の
蝶
を
守
る
」
で
す
ο

ヒ

メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
を
中
心
に
紹
介
予
定
で

す
。
原
稿
締
め
切
り
は
9
月
日
日
で
す
。

円
然
保
護
に
関
す
る
ご
意
見
や
観
察
記
鉛
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
所
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

。
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
原
稿
を
お
送
り
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
編
集
の
都
合
で
次
号
よ
り
、

必
作
品
は
原
稿
用
紙
五
枚
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

議
長
は
議
案
審
議
が
総
て
終

f
し
た
め
閉
会
を
計
一

し
退
増
し
た
。
司
会
者
は
情
報
や
研
究
成
果
に
つ
い

て
の
提
供
を
呼
び
か
け
質
疑
応
符
を
提
案
し
た
。

①一

コ
オ
ニ
ユ
リ
と
オ
ニ
ユ
リ
」
の
ム
カ
ゴ
に
つ

い
て
の
研
究
成
果
。

②
赤
城
山
サ
ク
ラ
ソ
ウ
自
生
地
、
数
度
の
観
察
会

③』
口
岡
崎
観
芦
山
丘
陵
の
棚
田
と
生
物
の
生
息
関
係

③
富
凶
地
阪
の
棚
問
と
タ
ガ
メ
の
生
県
環
境

⑤
炭
焼
き
釜
の
石
結
構
造
と
炭
散
布
に
よ
る
影
符

以
上
情
報
の
共
有
の
た
め
話
し
合
い
を
持
ち
、
時

間
が
押
し
た
た
め
事
務
局
長
は
閉
会
を
宵

d
し
散
会

し
た
。

編
集
か
ら
の
お
願
い

4
1
 

－言ロ
£』
にコ
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（
問
）

4
月
ぬ
日

事
務
局
日
誌

3
月
5
円

3
月
9
日

3
月
凶
日

3
月
辺
日

3
月
お
日

3
月
初
日

3
月
幻
自

3
月
羽
目

3
月
初
円

4
月
3
日

4
月
4
日

4
月
5
日

4
月
6
日

4
月
7
H

4
月
U
H

4
片
山
日

4
月
凶
日

4
月
げ
日

4
月
以
日

4
月
お
円

4
月
M
臼

4
月
お
日

4
月
初
円

4
月
幻
日

5
M
l
日

赤
域
自
然
塾
活
動
報
告
事
前
会
議

赤
城
山
ジ
コ
イ
ン
ト
活
動
報
告
会

「A
パ・
報
在
号
」
校
正

・
印
刷
所
波
し

前
橋
市
児
覧
文
化
セ
ン
タ
ー

「
前
橋
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」
実
施
報
告
会

会
報
群
馬
の
自
然

・
存口

Z
印
研
納
品

県
自
然
環
境
諜
打
合
せ

会
均
群
馬
の
向
然

・
春
u
vh

郵
送

3
月
理
事
会

M
名
出
席

理
事
会
議
事
録
郵
送

県
生
涯
学
胃
セ
ン
タ
ー

－
施
設
使
用
料
納
入

県
自
然
環
境
課
幹
部
来
所
（
挨
拶
打
合
せ
）

赤
城
山
の
自
然
保
議
活
動
推
進
協
議
会

赤
城
械
を
愛
す
る
集
ま
り

「
総
会
」

高
尾
山
自
然
偶
察
教
室
ぬ
名
参
加

ぐ
ん
ま
白
然
観
烈
指
導
員
会
「
伸
文
ど

赤
械
山
環
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
会
議

前
橋
児
am文
化
セ
ン
タ
ー

県
自
然
環
境
課
・
行
半
打
合
せ

県
立
勢
多
農
高

・
サ
ク
ラ
ソ
ウ
間
・
京
会
打
合
せ

鴨
神
山
（
保
全
活
動
）
現
地
駐
車
場
て
見

M
年
度
会
計
監
査

赤
城
自
然
塾
通
蛍
会
議

県
自
然
環
境
認
撲
拶

4
月
理
事
会

は
名
出
席

5
月

4
日

5
月
7
口

5
月
8
日

5
月

ω日

5
月
日
日

5
月
ロ
日

5
月
日
日

5
月
日
日

5
M
m日

5
月
初
日

5
月
幻
自

5
月
お
日

5
月
お
日

5
月
初
日

5
月
初
日

6
月
3
日

6
片
6
日

6
舟
川
口

6
月
日
日

6
灯
日
日

6
月
同
日

6
月
げ
日

前
橋
市
児
精
七V
〈化
セ
ン
タ
ー
打
合
せ

県
自
然
環
境
課

・
お
年
度
行
事
打
合
せ

赤
城
姫
白
然
観
察
会

赤
城
山
サ
ク
ラ
ソ
ウ
向
生
地
パ
ト
ロ
ー
ル

渋
川
市
立
南
雲
小
／
全
校
観
察
会
指
導

5
月
行
事
傷
害
保
険
加
入
手
続
き

赤
城
山
党
満
洲
「
サ
サ
刈
り
作
戦
」

下
見

お
年
度

「定
時
総
会
」

鴨
神
山
自
然
観
察
会
と
保
護
活
動

ω名
参
加

県
委
託
事
業

・
見
積
雪
提
出

赤
城
山
サ
ク
ラ
ソ
ウ
自
生
地
自
然
観
察
会
と
保
護
活
動
別
名
参
加

赤
城
山
党
結
淵
サ
サ
刈
り
作
戦
旧
名
参
加

N
P
O赤
城
自
然
型
理
事
会

・
定
時
総
会

法
務
局

・
お
年
度
笠
沼

山
と
森
の
月
間
推
進
協
議
会
総
会

群
馬
県

「
μ年
度
事
業
報
告
」
古
提
出

自
然
保
直
対
策
委
員
会

「叶
山
鉱
業
所
」
引
地
視
察
日
名
参
加

赤
城
荒
山
高
原

・
荒
山
自
然
観
・
従
会
げ
名
参
加

会
計
士
税
務
指
導

県
自
然
現
境
課
行
事
打
合
せ

赤
城
山
党
尚
淵
シ
ダ
駆
除
作
戦
犯
名
参
加

サ
ン
デ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
附
環
境
調
査
打
合
せ

赤
城
覚
満
淵

「柏
生
復
元
現
地
会
品
川
名

榛
名
沼
ノ
原
「
特
定
外
来
植
物
」
駆
除
現
地
下
見

4
名

赤
城
関
税
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

・
s
t
e
p
E

会
報

「群
馬
の
自
然

・
夏ロ
ご

編
集
会
議

q
J
 

フ
臼



小〉

表
絡
の
説
明

。

ウ
バ
タ
マ
ム
シ
（
姥
玉
虫
）

甲
虫
目
タ
マ
ム
シ
科
、
タ
マ
ム
シ
属
の
毘
虫
。
本

州
、
，
対
馬
、
朝
鮮
下
島
、
中
国
北
部
ま
で
分
布
す
る
。

成
虫
の
体
長
M
j
mw
問
。

一
一
見
地
味
だ
が
光
に
当
た

る
と
金
銅
色

i
赤
銅
色
の
金
属
光
沢
が
確
認
で
き
る

t
麹
に
は
縦
の
深
い
満
が
波
数
あ
り
、
生
時
ム
は
令
．

体
に
民
灰
色
の
粉
で
薄
く
福
わ
れ
る
u

餌
は
マ
ツ
類

の
菜
で
成
虫
は
マ
ツ
創
の
柏
木
に
よ
く
集
ま
り
、
幼

虫
は
マ
ツ
材
内
の
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
な
ど
を
捕
食
す

る
出
現
期
は
6
月
i
川
月
。
成
長
す
る
に
は

2
年

以
上
か
か
る
。
針
葉
樹
の
切
株
で
繁
殖
す
る
が
生
き

た
木
に
は
産
別
し
な
い
。
木
の
皮
に
擬
態
す
る
大
型

の
タ
マ
ム
シ
で
あ
る

本
の
紹
介

安

「烏

・
人

・
円
然
」

樋
川

広
芳

東
京
大
乍
出
版

2
、8
0
0
円

著
者
の
こ
れ
ま
で
調
査

・
研
究
し
て
き
た
幻
の
世

界
が
わ
か
り
や
す
く
語
ら
れ
る
。
「
烏
の
貯
食
」
J
．

宅
島
の
鳥
類
相

，渡
り
烏
の
衛
星
追
跡
t

な
ど
興
吠

深
い
テ
ー
マ
が
並
ぶ
。
特
に
衛
屠
一と
発
信
機
に
よ
り

解
明
さ
れ
た
ハ
チ
ク
マ
の
渡
り
の
コ
！
ス
」
は
持

動
的
だ
P

〈
倒
閣
口
周
だ
よ
り

－

5
月
日

H
県
生
海
学
習
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
定
時

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
案
は
事
務
局
以
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
会
報
を
ど
賢
下
さ
い
。

・
会
の
叙
勲
で
亀
井
健
．
理
事
、か

ー教
育
功
労
l

こ

の
道
．
m
肋
地
域
に
氏
献
と
し
て

『端
宝
小
綬
話
」
及

び
群
馬
県
総
合
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た

・
お
年
度
県
総
合
表
彰
，
環
境
部
門
－
で
松
村
行
栄

理
事
が
郷
し
し
に
貢
献
と
し
て
友
彩
さ
れ
ま
し
た
。

・
お
年
度
愛
鳥
週
間
に
於
い
て
、
間
口
秀
枕
駐
車
が

野
生
生
物
保
護
功
労
者
と
し
て
日
木
鳥
類
保
護
連
盟

会
長
褒
状
を
綬
与
さ
れ
ま
し
た
。

夫
々
栄
誉
あ
る
授

市
で
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た。

・
5
月

ω日
赤
城
山
党
満
淵
で

吋サ
サ
刈
り
作
戦
t

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
判
日
は
前
焔
市
長
を
は
じ
め

m

名
の
・
万
が
除
草
作
業
に
参
加
協
ん
さ
れ
ま
し
た
。

－

7
月
初
日
（
土
）
赤
城
山
覚
満
淵
自
然
観
察
会
は

二
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
開
花
が
期
作
で
き
ま
す
n

ど
う

ぞ
除
草
後
の
成
浜
を
充
分
お
楽
し
み
に
a

さ
い
》

新
会
員
紹
介

（敬
称
略
）

川
島
博
凶
様
（
み
ど
り
市
）

椀

尼

典

子

検

（高
崎
市
）

寄
付
金

山
下
由
紀
チ
様

高

野

幸

枝

様

匿
名

1
名

様

道

下

直

下

級

金 金 金 金

3 2 8 8 

0 0 0 0 
0 0 0 0 
0 0 0 0 
円円円円

寄
贈
図
書

赤
城
姫
を
愛
す
る
集
ま
り
縦

・
－赤
城
姫
篇
お
号

敏
雄
様

・
一
谷
川
島
の
自
然
科
学
研
究
」

会
費
納
入
の
お
願
い

会
計
年
度
は
4
刀

l
uか
ら

1
翌
年
3
川
訂

U
で

す
。
皆
様
の
お
力
添
い
で
自
然
保
護
活
動
の
輸
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
、
い
ま
す
振
料
用
紙
を

同
封
し
ま
し
た
。
お
早
め
に
お
納
め
下
さ
い
。
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